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パ
リ
と
名
古
屋
、
都
市
形
成
の
比
較 

 
 

 

―

「
名
古
屋
昔
話
」
か
ら
近
世
、
近
代
を
抜
粋―

 

 

名
古
屋
に
馬
車
は
な
か
っ
た
。
自
動
車
都
市
へ
の
助
走
が
な
く
、
都
市
計
画
に
失
敗
し
た
。 

２
０
２
１
年
１
１
月
２
３
日 

F
B

記 

高
橋
和
生 

 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
２
０
世
記
に
な
る
と
馬
車
が
自
動
車
に
一
気
に
変
わ
り
ま
す
。
鹿
島
茂
著
「
馬
車
が
買
い
た
い
」
１
９

９
０
年→

２
０
０
９
年
再
版 

を
図
書
館
で
借
り
て
読
み
、
パ
リ
の
街
は
自
動
車
の
前
に
１
５
０
年
の
４
輪
馬
車
の
時
代

が
あ
り
、
馬
車
が
パ
リ
の
都
市
の
形
を
作
っ
て
い
っ
た
の
だ
と
知
り
ま
し
た
。 

そ
こ
で
、
馬
車
の
発
達
史
か
ら
、
パ
リ
の
都
市
構
造
の
変
遷
を
ま
ず
示
し
、
オ
ス
マ
ン
の
パ
リ
大
改
造
以
前
の
街
並
み
を
本

の
挿
絵
か
ら
抜
き
取
り
、
都
市
集
住
の
発
達
形
を
オ
ス
マ
ン
の
パ
リ
大
改
造
と
名
古
屋
を
比
較
し
て
眺
め
、
名
古
屋
の
都
市

形
成
の
歴
史
に
も
ど
っ
て
名
古
屋
の
都
市
計
画
を
復
習
し
、
名
古
屋
の
都
市
計
画
を
批
判
す
る
構
成
で
書
い
て
い
き
ま
す
。 

 ―
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●
は
じ
め
に 

わ
が
町
、
東
区
に
は
山
車
が
あ
り
ま
す
。
４
輪
の
上
に
箱
が
載
っ
て
お
り
、
回
転
す
る
た
め
に
は
８
人
が
息
を
揃
え
て
押
し

棒
を
持
ち
上
げ
て
前
輪
を
浮
か
し
、
後
輪
に
棒
を
差
し
込
み
、
後
輪
の
１
点
を
中
心
に
引
き
ず
り
ま
わ
し
ま
す
。
９
０
度
の

半
回
転
で
よ
い
の
で
す
が
、
そ
れ
を
伊
達
に
一
回
半
回
す
と
こ
ろ
が
見
せ
場
で
す
。
拍
手
に
煽
ら
れ
て
て
二
回
半
ま
わ
す
山

車
も
あ
り
ま
す
。
祇
園
さ
ん
で
は
青
竹
を
敷
い
て
水
を
ま
き
摩
擦
を
減
ら
し
ま
す
が

東
区
で
は
し
ま
せ
ん
。
回
転
の
考
え
方
、
一
点
を
支
点
に
し
て
回
す
は
同
じ
で
す
。 

 

そ
こ
で
、
日
本
に
は
４
輪
の
馬
車
が
な
い
事
に
気
が
付
き
ま
し
た
。
平
安
貴
族
が
使

っ
た
牛
車
は
２
輪
で
し
た
。
輿
や
駕
籠
は
人
が
担
ぐ
も
の
で
あ
り
、
馬
は
荷
物
を
背

に
振
り
分
け
て
運
搬
に
使
う
事
が
あ
っ
て
も
、
馬
が
４
輪
を
引
く
姿
は
明
治
１
３
年

（1
8

8
0

）
の
馬
車
鉄
道
の
錦
絵
し
か
な
く
、
そ
の
後
２
０
年
で
、
明
治
３
６
年
（1

9
0

3

）

に
は
路
面
電
車
と
替
わ
り
ま
し
た
。 

名
古
屋
に
は
馬
車
鉄
道
は
な
く
、
明
治
３
１
年
（1

8
9
8

）
に
い
き
な
り
路
面
電
車
を

ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
江
戸
時
代
の
街
の
姿
を
急
速
に
変
え
て
い
き
ま
す
。 
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都
市
史
の
学
徒
を
自
認
す
る
私
は
１
９
世
紀
の
パ
リ
「
オ
ス
マ
ン

の
パ
リ
大
改
造
（1

8
5

3

着
手
）」
を
以
前
よ
り
見
知
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
パ
リ
に
チ
ョ
イ
住
み
を
し
よ
う
と
、
鹿
島
茂
著
「
馬
車

が
買
い
た
い
」19

9
0

年→
2

0
0

9

年
再
販
を
図
書
館
で
借
り
て
来

て
、
１
９
世
紀
の
パ
リ
は
馬
車
の
街
で
あ
る
事
を
知
り
ま
し
た
。 

 

前
に
も
、
オ
ペ
ラ
の
椿
姫
が
生
き
て
い
た
社
会
風
俗
を
知
る
た
め

に
、
同
じ
鹿
島
茂
氏
が
書
か
れ
た
「
職
業
別
パ
リ
風
俗
」19

9
9

年

刊
を
私
は
読
ん
で
い
た
の
で
す
が
、
同
じ
よ
う
に
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
、

フ
ロ
ベ
ー
ル
、
ユ
ゴ
ー
、
ゾ
ラ
な
ど
の
１
９
世
紀
の
文
芸
作
品
か

ら
「
馬
車
と
い
う
も
の
は
、
金
、
名
声
、
権
力
、
女
な
ど
、
男
が

欲
し
い
思
う
全
て
の
も
の
の
象
徴
」
と
馬
車
に
つ
い
て
具
体
的
に

文
芸
作
品
か
ら
に
抜
き
出
し
て
い
ま
し
た
。 

 

馬
車
に
も
い
ろ
ん
な
種
類
が
あ
り
、
ワ
ゴ
ン
、
ク
ー
ペ
、
カ
ブ
リ

オ
レ
な
ど
今
の
自
動
車
の
名
前
に
繋
が
っ
て
い
る
の
で
し
た
。
戦

後
の
モ
ー
タ
リ
ー
ゼ―

シ
ョ
ン
の
発
展
を
憧
れ
の
気
持
ち
で
見

て
来
た
私
に
は
、
自
動
車
の
機
能
分
化
と
同
様
な
事
が
１
９
世
紀

の
パ
リ
の
馬
車
で
行
わ
れ
て
い
る
事
に
興
奮
し
、
一
気
に
読
み
ま

し
た
。 

初
期
の
自
動
車
は
、
馬
車
か
ら
馬
を
外
し
、
エ
ン
ジ
ン
を
付
け
た

馬
車
そ
の
も
の
の
姿
で
し
た
。 

  

第
一
章 

馬
車
の
発
達
史 

 

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
（1

7
5
6

～9
1

）
は
、
一
家
で1

7
6

3

年
～1

7
6

6

年
に
大
旅
行
を
し
て
い
ま
す
。
ラ
イ
ン

川
、
ロ
ー
ヌ
川
で
は
船
で
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど
は
馬

車
の
旅
で
あ
り
、
１
８
世
紀
後
半
に
な
る
都
市
を

繋
ぐ
定
期
馬
車
が
既
に
あ
り
、
馬
車
が
一
家
と
荷

物
を
運
び
ま
し
た
。 

ロ
ー
マ
時
代
は
、
「
全
て
の
道
は
ロ
ー
マ
に
通
じ

る
」
と
石
の
舗
装
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、
長
い
中
世

（
５
世
紀
～
１
５
世
紀
）
に
よ
っ
て
道
は
消
え
、
乗

り
心
地
が
悪
く
、
子
供
た
ち
に
は
ツ
ラ
イ
旅
だ
っ

た
よ
う
で
す
。 

 

コッシュ 
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１
６
世
紀
の
馬
車
コ
ッ
シ
ュ
は
、
前
輪
が
独
立
し
て
方
向
転
換
が
で
き
な
い
の
で
狭
い
道

路
を
曲
が
り
き
れ
ず
、
し
ば
し
ば
転
倒
す
る
も
の
で
し
た
。
シ
ャ
ル
ル
９
世
（1

5
5

0

～

1
5

7
4

）
は
、
パ
リ
市
内
で
の
利
用
を
禁
止
し
、
パ
リ
と
地
方
と
を
結
ぶ
郵
便
事
業
、
旅
客
運

搬
に
使
う
よ
う
に
王
令
を
発
し
ま
し
た
。 

 

１
７
世
紀
に
な
っ
て
前
輪
が
独
立
し
て
方
向
転
換
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
革
と
バ
ネ
に
よ

る
サ
ス
ペ
ン
シ
ョ
ン
が
発
明
さ
れ
、
ル
イ
１
４
世
（1

6
3

8

～1
7

1
5

）
の
パ
リ
に
は
カ
ロ
ッ

ス
と
呼
ば
れ
る
馬
車
が
３
１
０
台
（1

6
7
0

年
）
あ
り
、
馬
車
は
貴
族
の
持
ち
物
だ
け
で
な

く
、
タ
ク
シ
ー
に
あ
た
る
辻
馬
車
、
均
一
料
金
で
市
内
を
走
る
乗
合
馬
車
も
運
行
さ
れ
ま
し

た
。 

ル
イ
１
３
世
（1

6
0

1

～1
6
4

3

）
か
ら
ル
イ
１
４
世
に
か
け
て
、
パ
リ
の
舗
装
が
進
ん
だ
の

は
、
馬
車
の
乗
り
心
地
を
良
く
す
る
為
で
し
た
。 

 

私
が
馬
車
を
知
っ
た
の
は
１
９
世
紀
の
ア
メ
リ
カ
西
部
劇
に
あ
ら
わ
れ
る
４
頭
～
６
頭
だ

て
の
「
駅
馬
車
」
で
し
た
が
、
欧
州
で
は
、
す
で
に
１
８
世
紀
半
ば
に
都
市
間
の
乗
合
馬
車
、

デ
ィ
リ
ジ
ャ
ン
ス
（
快
速
馬
車
）
の
利
用
が
盛
ん
で
し
た
。 

 

１
９
世
紀
に
な
る
と
巨
大
化
が
進
み
、
３
室
に
定
員
１
８
人
と
な
り
ま
す
。
ク
ー
ペ
（
前
仕

切
り
）
は
長
椅
子
に
３
人
、
前
方
に
ガ
ラ
ス
窓
が
あ
り
、
足
元
も
広
く
フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ

ス
。
ア
ン
テ
リ
ユ
ー
ル
（
中
仕
切
り
）
は
向
き
合
う
３
人
掛
け
で
６
人
が
定
員
な
の
で
す

が
、
８
人
詰
め
込
む
こ
と
も
あ
り
、
そ
う
な
る
と
窮
屈
。
ロ
ト
ン
ド
（
後
ろ
仕
切
り
）
は
、

馬
蹄
型
の
６
人
掛
け
の
ベ
ン
チ
で
す
が
、
１
０
人
詰
め
込
ま
れ
る
事
も
あ
り
、
エ
コ
ノ
ミ
ー

ク
ラ
ス
。
中
産
階
級
の
上
層
、
中
層
、
下
層
の
階
級
が
馬
車
の
座
席
に
も
明
確
に
あ
り
、
入

り
口
も
前
と
中
は
左
に
、
後
ろ
は
後
ろ
で
し
た
。
こ
の
階
層
分
け
が
列
車
の
客
室
に
引
き
継

が
れ
ま
し
た
。 

さ
ら
に
下
層
の
為
に
は
、
ア
ン
ペ
リ
ア
ル
（
屋
上
席
）
が
あ
り
ま
し
た
。
３
人
の
乗
客
に
コ

ン
デ
ユ
ゥ
ク
ト
ウ
ー
ル
（
車
掌
）
が
乗
り
ま
す
。
車
掌
は
駅
で
馬
と
共
に
交
代
す
る
ポ
ス
テ

オ
ン
（
御
者
）
よ
り
上
位
に
あ
り
、
全
権
を
把
握
し
ブ
レ
ー
キ
の
操
作
も
し
ま
し
た
。
小
回

り
の
利
か
な
い
デ
ィ
リ
ジ
ャ
ン
ス
は
よ
く
転
倒
す
る
の
で
、
ズ
ッ
ク
で
覆
わ
れ
た
だ
け
の
屋

上
席
は
危
険
と
隣
り
合
わ
せ
で
し
た
。 

 

英
国
で
は

1
7

8
4

年
か
ら
で
し
た
が
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
少
し
遅
れ
て
、
革
命
の
最
中
の

1
7

9
1

年
に
全
国
の
主
要
街
道
に
、

マ
ル
・
ポ
ス
ト
（
郵
便
馬
車
）
の
配
備
を
決
定
し
ま
し
た
。 

小
型
は
２
輪
の
カ
ブ
リ
オ
レ
（
折
り
畳
み
の
幌
）
で
す
が
、
大
型
の
４
輪
の
ベ
ル
リ
ー
ヌ
は
、
４
人
の
客
を
載
せ
ま
し
た
。

デ
ィ
リ
ジ
ャ
ン
ス
よ
り
値
段
が
高
く
な
り
ま
す
が
、
貸
し
切
り
状
態
に
出
来
る
事
と
ス
ピ
ー
ド
が
早
い
の
が
人
気
で
し
た
。

も
っ
と
も
軽
く
し
て
い
る
の
で
乗
り
心
地
は
デ
ィ
リ
ジ
ャ
ン
ス
よ
り
悪
く
な
り
ま
す
。 

 

ディリジャンス 
ベルニーヌ 
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上
の
絵
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
メ
ー
ル
コ
ー
チ
（
郵
便
馬
車
）
で
す
。

黒
と
臙
脂
色
の
塗
装
に
、
後
ろ
に
は
郵
便
の
監
視
役
が
乗
っ

て
い
る
の
で
貴
族
の
自
家
用
車
の
雰
囲
気
で
す
。 

荷
物
を
多
く
し
て
２
人
の
客
を
乗
せ
る
の
が
ブ
リ
ス
カ
。
４ 

人
乗
り
の
４
輪
で
す
が
、
後
部
だ
け
が
幌
が
つ
く
の
が
カ
レ

ー
シ
ュ
（
本
の
表
紙
参
照
）。
前
と
後
ろ
共
に
幌
が
つ
く
の
が

ラ
ン
ド―

と
言
い
ま
す
。 

郵
便
馬
車
か
ら
発
展
し
た
こ
れ
ら
の
馬
車
が
１
９
世
の
パ
リ

の
街
を
埋
め
ま
し
た
。 

上
流
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
で
あ
る
証
は
、
ク
ー
ペ
と
カ
ブ
リ
オ
レ

の
２
台
持
ち
で
し
た
。
夜
の
外
出
は
箱
馬
車
ク
ー
ペ
で
あ
り
、

昼
間
の
散
歩
や
訪
問
は
無
害
車
カ
ブ
リ
オ
レ
が
不
文
律
な
の

で
し
た
。
箱
馬
車
ベ
ル
リ
ー
ヌ
は
大
型
で
あ
り
ロ
ー
ル
ス
ロ

イ
ス
の
よ
う
な
儀
式
用
と
な
り
、
ベ
ル
リ
ー
ヌ
を
真
ん
中
か

ら
切
っ
た
（
ク
ー
ペ
し
た
）
２
頭
立
て
の
４
輪
馬
車
は
、
主

人
公
が
二
人
前
を
向
い
て
座
る
、
今
で
い
う
運
転
手
付
き
の

セ
ル
シ
オ
の
よ
う
な
感
じ
で
し
た
。
カ
ブ
リ
オ
レ
は
今
で
な

ら
２
人
の
乗
り
の
ポ
ル
シ
ェ
で
し
ょ
う
。
御
者
と
並
ん
で
座

る
か
、
ダ
ン
デ
イ
な
姿
に
決
め
た
主
人
が
自
ら
馬
を
操
り
ま

す
。
後
ろ
に
従
者
を
載
せ
る
台
と
幌
が
つ
い
て
い
ま
す
。
時

代
が
下
が
る
と
プ
チ
ブ
ル
の
数
が
増
え
て
き
て
、
ど
ち
ら
も

つ
い
て
い
な
い
チ
ェ
ル
ビ
ー
が
増
え
ま
す
。 

ク
ー
ペ
、
カ
ブ
リ
オ
レ
と
、
欧
州
の
車
の
位
付
け
は
今
の
自

動
車
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。 

 

ち
な
み
に
、
私
は
鉄
の
幌
を
か
ぶ
せ
れ
ば
ク
ー
ペ
、
幌
を
ト

ラ
ン
ク
に
し
ま
え
ば
オ
ー
プ
ン
カ
ー
の
ツ
ー
シ
ー
タ
ー
、
ベ

ン
ツ
のS

L
K

を
た
だ
一
台
所
有
し
て
い
ま
す
。
は
い
、
馬
車

の
文
化
を
正
し
く
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。 
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１
９
世
紀
末
の
パ
リ
の
姿
が
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
見
れ
ま
す
。
馬
車
が
石
畳
を
叩
き
、
凄
い
騒
音
と
な
っ
て
い
ま
す
。 
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こ
の
動
画
の
中
か
ら
一
枚
の
写
真
で
す
。
向

こ
う
に

1
8

8
9

年
に
作
ら
れ
た
エ
ッ
フ
ェ
ル

塔
が
見
え
ま
す
。
こ
の
並
木
道
は
シ
ャ
ン
ゼ

リ
ゼ
通
り
で
す
。
日
曜
日
は
着
飾
っ
て
ブ
ル

ゴ
ー
ニ
ュ
の
森
に
馬
車
で
行
く
の
が
プ
チ
ブ

ル
層
の
見
栄
だ
っ
た
の
で
し
た
。
ナ
ポ
レ
オ

ン
３
世
の
帝
政
期
に
な
る
と
フ
ラ
ン
ス
に
も

産
業
革
命
が
起
き
、
市
民
層
が
増
え
パ
リ
の

街
も
拡
大
し
ま
し
た
。 

１
９
世
紀
７
月
革
命
時1

8
3
0

年
で
す
と
、
御

者
と
従
者
を
従
え
た
町
人
貴
族
が
シ
ャ
ン
ゼ

リ
ゼ
を
流
し
た
の
で
す
が
、
こ
の
１
９
世
紀

末
の
写
真
と
な
る
と
、
馬
車
に
鈴
な
り
に
人

を
載
せ
、
馬
を
操
っ
て
い
る
の
は
ダ
ン
デ
イ

に
決
め
た
一
家
の
主
、
小
市
民
で
す
。
馬
車
も

レ
ン
タ
カ
ー
な
の
で
し
ょ
う
。 

馬
車
の
間
を
「
こ
れ
の
方
が
カ
ッ
コ
イ
イ
ぞ
」

と
ば
か
り
に
自
転
車
が
抜
け
て
い
き
ま
す
。

1
8

8
5

年
に
チ
ェ
ー
ン
、1

8
8
8

年
に
空
気
入

り
タ
イ
ヤ
が
発
明
さ
れ
て
急
速
に
広
が
り
ま

し
た
。 

セ
ー
ヌ
川
に
は
達
磨
船
が
停
泊
し
て
い
ま
す
。

蒸
気
機
関
の
鉄
道
も
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
に
よ

っ
て
６
社
に
ま
と
め
ら
れ
、
パ
リ
市
内
に
始

発
駅
を
持
ち
ま
し
た
が
、
船
便
は
い
ま
だ
健

在
で
し
た
。 

セ
ー
ヌ
川
の
パ
リ
、
テ
ム
ズ
川
の
ロ
ン
ド
ン

と
、
船
に
よ
る
大
量
輸
送
が
都
市
発
生
の
条
件
と
よ
く
言
い
ま
す
。
し
か
し
、
産
業
革
命
は
、
陸
路
で
も
、
鉄
道
網
を
急
速

に
拡
大
さ
せ
、
馬
車
道
を
整
え
て
い
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
が
都
市
の
人
口
爆
発
を
支
え
た
の
で
し
た
。 

 

欧
州
で
は
、
鉄
道
が
ひ
か
れ
る
前
に
１
５
０
年
の
馬
車
の
時
代
が
あ
っ
た
事
を
日
本
の
都
市
史
学
で
は
注
視
し
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
上
水
・
下
水
の
な
い
パ
リ
の
街
は
汚
物
に
満
ち
て
お
り
、
燕
尾
服
、
革
靴
、
帽
子
を
汚
す
わ
け
に
は
い
か
ず
、

町
人
貴
族
は
こ
ぞ
っ
て
マ
イ
カ
ー
の
馬
車
を
見
せ
び
ら
か
し
、
１
９
世
紀
も
終
わ
り
に
な
る
と
、
育
っ
て
き
た
プ
チ
ブ
ル

は
、
辻
馬
車
、
時
間
貸
し
の
レ
ン
タ
カ
ー
を
使
っ
た
の
で
し
た
。
ア
パ
ー
ト
の
家
賃
よ
り
、
水
が
得
難
く
外
注
せ
ざ
る
を
得

な
い
洗
濯
代
の
方
が
高
い
時
代
で
す
。
都
市
の
姿
に
馬
車
が
強
く
関
わ
っ
て
い
た
事
に
私
は
気
づ
い
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

https://www.youtube.com/watch?v=NjDclfAFRB4
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第
２
章 

都
市
を
守
る
城
壁 

 

日
本
で
は
、
弥
生
時
代
に
環
濠
集
落
、
戦
国
時
代
に
寺
内
町

を
作
っ
た
だ
け
で
、
都
市
を
土
塁
、
堀
で
守
る
事
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
木
造
の
城
下
町
は
火
攻
め
に
よ
っ
て
簡
単
に

燃
え
て
し
ま
い
ま
す
。、
ま
た
、
戦
国
武
将
が
自
ら
の
城
下
町

を
焼
い
て
城
館
に
籠
る
戦
術
も
使
わ
れ
ま
し
た
。
防
御
の
為

に
見
通
し
の
良
さ
を
得
る
の
で
し
た
。 

英
語
のC

IT
Y

を
、
日
本
は
「
都
市
」
と
し
ま
し
た
が
、
中

国
で
は
「
城
市
」
と
訳
し
て
い
ま
す
。「
城
」
の
も
と
も
と
漢

字
の
意
味
は
、
天
守
を
中
心
と
し
た
城
郭
で
な
く
「
都
市
」

を
守
る
土
塁
に
あ
り
ま
す
。 

 

パ
リ
が
歴
史
に
現
れ
る
の
は
、
ロ
ー
マ
帝
国
の
植
民
地
都
市

で
す
。
リ
ヨ
ン
が
ロ
ー
ヌ
川
の
河
川
都
市
と
し
て
先
に
生
ま

れ
、
パ
リ
は
ロ
ー
マ
軍
の
北
進
に
伴
い
、
セ
ー
ヌ
川
の
河
川

都
市
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
ガ
リ
ア
に
駐
屯
す
る
ロ
ー
マ

兵
の
町
で
も
あ
り
ま
す
。
シ
テ
島
と
今
の
カ
ル
チ
ェ
ラ
タ
ン

に
町
を
割
り
、
そ
の
周
囲
に
は
ロ
ー
マ
兵
に
よ
る
農
地
が
広

が
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
カ
ニ
の
脱
皮
の
様
に
５
回
の

城
壁
の
構
築
と
取
り
壊
し
を
行
い
、
パ
リ
は
大
き
く
な
り
ま

し
た
。
今
も
６
度
作
ら
れ
た
城
壁
の
遺
跡
が
残
っ
て
い
ま
す
。 

 

フ
ラ
ン
ス
と
い
う
国
名
は
５
世
紀
に
起
き
た
フ
ラ
ン
ク
王
国

か
ら
来
て
い
ま
す
。
カ
ー
ル
１
世
（
カ
ー
ル
大
帝
・
シ
ャ
ル

ル
マ
ー
ニ
ュ
と
も
。7

4
2

～8
1

4

）
の
時
代
に
は
、
現
在
の
フ

ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
・
イ
タ
リ
ア
北
部
・
オ
ラ
ン
ダ
・
ベ
ル
ギ

ー
・
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
・
ス
イ
ス
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
お
よ
び

ス
ロ
ベ
ニ
ア
に
相
当
す
る
地
域
を
支
配
し
、
イ
ベ
リ
ア
半
島

と
イ
タ
リ
ア
半
島
南
部
、
ブ
リ
テ
ン
諸
島
を
除
く
西
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
ほ
ぼ
全
域
に
勢
力
を
及
ぼ
し
た
の
で
し
た
。
武
力
だ

け
で
な
く
、「
三
位
一
体
説
」
を
取
る
ロ
ー
マ
の
カ
ト
リ
ッ
ク

教
徒
と
な
り
、8

0
0

年
に
教
皇
レ
オ
３
世
に
よ
っ
て
「
ロ
ー

マ
皇
帝
」
と
し
て
戴
冠
さ
れ
、
権
威
を
高
め
ま
し
た
。 

し
か
し
な
が
ら
、
フ
ラ
ン
ク
王
国
は
遊
牧
民
族
の
常
と
し
て
、

拡
大
し
た
国
土
を
子
供
た
ち
へ
の
分
割
統
治
と
し
て
相
続
さ

せ
て
お
り
、
最
後
の
ヴ
ェ
ル
ダ
ン
条
約
（8

4
3

）
に
よ
っ
て
分

割
さ
れ
た
西
フ
ラ
ン
ク
王
国
が
フ
ラ
ン
ス
国
の
元
と
な
り
、

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AB%E3%83%BC%E3%83%AB%E5%A4%A7%E5%B8%9D
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AB%E3%83%BC%E3%83%AB%E5%A4%A7%E5%B8%9D
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%82%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%82%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%89%E3%82%A4%E3%83%84
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%82%BF%E3%83%AA%E3%82%A2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AA%E3%83%A9%E3%83%B3%E3%83%80
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%99%E3%83%AB%E3%82%AE%E3%83%BC
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%99%E3%83%AB%E3%82%AE%E3%83%BC
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%AB%E3%82%AF%E3%82%BB%E3%83%B3%E3%83%96%E3%83%AB%E3%82%AF
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B9%E3%82%A4%E3%82%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AA%E3%83%BC%E3%82%B9%E3%83%88%E3%83%AA%E3%82%A2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%B9%E3%83%AD%E3%83%99%E3%83%8B%E3%82%A2
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%83%99%E3%83%AA%E3%82%A2%E5%8D%8A%E5%B3%B6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%83%99%E3%83%AA%E3%82%A2%E5%8D%8A%E5%B3%B6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%A4%E3%82%BF%E3%83%AA%E3%82%A2%E5%8D%8A%E5%B3%B6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%96%E3%83%AA%E3%83%86%E3%83%B3%E8%AB%B8%E5%B3%B6
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%A5%BF%E3%83%A8%E3%83%BC%E3%83%AD%E3%83%83%E3%83%91
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%A5%BF%E3%83%A8%E3%83%BC%E3%83%AD%E3%83%83%E3%83%91
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パ
リ
が
首
都
と
な
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
王
の
継
承
者
に
は
農
業
王
国
の
よ
う
に
、
男

系
長
子
を
指
定
す
る
サ
リ
カ
法
典
（
６
世
紀
）
が
１

２
世
紀
か
ら
適
用
さ
れ
、
男
系
の
断
絶
に
よ
っ
て

王
家
の
切
り
替
わ
り
が
行
わ
れ
、
百
年
戦
争
も
生

ま
れ
ま
し
た
。
中
世
の
封
建
制
度
に
よ
る
分
国
統

治
は
こ
う
し
て
生
ま
れ
の
で
し
た
。
な
お
諸
侯
に

は
女
系
継
承
が
あ
り
ま
し
た
。 

フ
ィ
リ
ッ
プ
２
世
が
継
承
し
た
王
家
の
領
土
は
、

パ
リ
を
中
心
と
し
た
、
イ
ル
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
地
区

と
そ
の
南
の
オ
ル
レ
ア
ン
地
区
し
か
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
ル
イ
１
４
世
ま
で
、
５
０
０

年
を
か
け
て
フ
ラ
ン
ス
は
領
土
を
広
げ
、
現
代
の

フ
ラ
ン
ス
国
を
つ
く
り
ま
し
た
。 

 
フ
ラ
ン
ス
王
国
を
拡
大
さ
せ
た
フ
ィ
リ
ッ
プ
２
世

の
パ
リ
の
絵
図
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
シ
テ
島
の

南
北
に
あ
る
小
さ
な
町
割
り
が
商
業
地
で
あ
り
、

ル
ー
ブ
ル
宮
殿
の
地
は
２
周
目
の
城
壁
の
外
に
大

庭
園
と
共
に
あ
り
ま
し
た
。1

3
4

5

年
に
ノ
ー
ト
ル

ダ
ム
大
聖
堂 

高
さ
９
１
ｍ
が
シ
テ
島
に
作
ら
れ

て
、
パ
リ
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
り
ま
す
が
、
王
宮
は
今

の
よ
う
に
都
心
を
占
め
る
シ
ン
ボ
ル
と
は
な
っ
て

い
ま
せ
ん
。 

名
古
屋
の
都
市
図
と
の
比
較
を
し
ま
し
た
。
都
市
を
城
壁
で
囲
み
町
割

り
を
す
る
に
、
多
く
の
都
市
は
４
ｋ
ｍ
四
方
と
な
っ
て
い
ま
す
。
人
の

歩
行
距
離
が
都
市
の
大
き
さ
を
決
め
た
の
で
し
た
。 

名
古
屋
は
、
こ
の
後
、
外
周
部
間
が
４
ｋ
ｍ×

４
ｋ
ｍ
の
三
角
形
、
面

積1
0

ｋ
㎥
へ
と
、
街
道
に
沿
っ
て
拡
大
し
ま
す
。
パ
リ
は
シ
ャ
ル
ル
３

世
（1

3
6

4

～8
0

在
位
）
か
ら
ル
イ
１
３
世
（1

6
1

0

～4
3

在
位
）
に
か

け
て
新
た
な
城
壁
を
作
り
、
パ
リ
を
拡
大
さ
せ
ま
し
た
。 

 1
6

1
5

年
メ
ー
リ
ア
ン
に
よ
る
ル
イ
１
３
世
治
世
の
パ
リ
地
図
で
す
。
城

壁
は
３
周
目
で
す
。
都
市
面
積
は
６
㎢
で
す
。 
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ル
イ
１
４
世
紀
の
１
７
世
紀
中
ご
ろ
に
な
る
と
、
パ
リ
の
城
壁
は
４
周
目
に
な
り
人
口
５
０
万
人
と
な
り
ま
す
。 
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１
７
世
紀
中
ご
ろ
の
都
市
の
面
積
を
比
較
す
る
と
、
江
戸
だ
け
が
４
４
ｋ
㎥
と
異
常
に
大
き
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。 

日
本
建
築
は
基
本
平
屋
建
て
で
す
の
で
、
参
勤
交
代
に
伴
っ
て
江
戸
在
住
の
武
士
が
増
え
、
武
家
地
の
面
積
が
大
き
く
な

っ
て
い
き
ま
し
た
、
町
人
地
の
拡
大
は
街
道
沿
い
に
限
ら
れ
て
お
り
面
積
は
広
が
ら
ず
、
町
人
地
の
人
口
密
度
だ
け
が
異

常
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
１
８
世
紀
に
は
江
戸
は
１
０
０
万
都
市
と
な
り
ま
し
た
。 

平
城
京
、
平
安
京
は
４
ｋ
ｍ×

５
ｋ
ｍ
＝
２
０
㎢
で
あ
り
、
１
７
世
紀
の
欧
州
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
は
唐
の
長
安
１

０
０
㎢
の
都
市
計
画
を
模
倣
し
た
だ
け
で
あ
っ
て
、
実
際
に
当
初
計
画
し
た
大
き
さ
の
都
市
を
経
営
す
る
こ
と
は
な
い
ま

ま
に
、
中
世
に
は
上
京
と
下
京
に
分
か
れ
、
郊
外
を
含
め
て
も
合
計
６
㎢
と
、
小
さ
く
な
り
ま
し
た
。
１
７
世
紀
初
め
で

は
、
京
と
パ
リ
の
大
き
さ
と
同
じ
面
積
で
し
た
。 

 

左
は1

7
3
5

年
の
パ
リ
で
す
。
馬
車
が
行
き
か
う
に
は
、
パ
リ
の
道
幅
が
狭
か
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
地
図
で
す
。
ル

イ
１
４
世
は
３
周
目
の
城
壁
を
壊
し
て
ル
ー
ブ
ル
宮
を
都
市
に
入
れ
ま
し
た
。
セ
ー
ヌ
川
の
左
岸
の
城
壁
は
ハ
ッ
キ
リ
し

ま
せ
ん
。1

6
1

2

年
に
リ
ュ
ク
サ
ン
ブ
ー
ル
宮
殿
に
付
随
し
た
広
大
な
庭
、1

6
7

6

年
に
作
ら
れ
た
廃
兵
院
ア
ン
ヴ
ァ
リ
ッ

ド 

高
さ
１
０
７
ｍ
。
そ
し
て
畑
に
接
し
た
チ
ュ
ル
リ
ー
公
園
が
見
て
と
れ
ま
す
。
郊
外
が
王
族
に
よ
っ
て
、
庭
園
と
し

て
都
市
内
に
取
り
込
ま
れ
た
こ
と
が
良
く
わ
か
り
ま
す
。 

京
で
は
、
法
王
が
白
川
殿
、
鳥
羽
殿
と
郊
外
に
御
殿
を
つ
く
っ
て
都
市
域
を
広
げ
ま
し
た
。
江
戸
で
は
、
下
屋
敷
が
相
当

し
ま
し
ょ
う
。、
東
京
は
下
屋
敷
を
公
園
と
し
て
都
心
に
い
く
つ
か
残
し
て
い
ま
す
。
尾
張
徳
川
の
下
屋
敷
は
、
巨
大
な

マ
ン
シ
ョ
ン
と
な
り
、
名
古
屋
は
公
園
と
し
て
残
せ
て
い
ま
せ
ん
。 

 
ル
イ
１
５
世
（1

7
1

5

～7
4

在
位
）
自
身

は
ベ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
に
移
り
ま
す
が
、 

https://ja.wikipedia.org/wiki/1612%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%AA%E3%83%A5%E3%82%AF%E3%82%B5%E3%83%B3%E3%83%96%E3%83%BC%E3%83%AB%E5%AE%AE%E6%AE%BF
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パ
リ
の
都
市
改
造
を
し
ま
し
た
。
オ
ス
マ
ン
の
パ
リ
改
造
（1

8
5
7

～1
8

7
0

）

の
前
に
、
馬
車
の
為
の
都
市
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
た
の
で
し
た
。
都
市
軸
を

定
め
、
大
き
な
並
木
道
、
公
園
を
置
き
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を
中
心
に
放
射
状
に

道
路
を
張
り
巡
ら
せ
、
都
市
空
間
を
劇
的
に
演
出
し
た
、
後
世
に
「
バ
ロ
ッ
ク

都
市
」
と
呼
ば
れ
る
都
市
を
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。 

 1
7

8
4

年
か
ら

9
1

年
に
か
け
て
作
ら
れ
た
５
周
目
の
徴
税
請
負
人
の
城
壁
が
出

来
た
事
に
よ
っ
て
、
左
の
地
図
で
は
４
周
目
の
城
壁
は
並
木
道
に
な
っ
て
い
ま

す
。1

7
8
9

年
の
パ
ン
テ
オ
ン 

高
さ
８
３
ｍ
が
セ
ー
ヌ
川
左
岸
に
あ
り
、
バ
ス

テ
ィ
ー
ユ
が
右
岸
に
あ
り
ま
す
。1

8
3

6

年
に
よ
う
や
く
完
成
す
る
凱
旋
門 

高

さ
５
０
ｍ
が
、
城
壁
に
取
り
付
い
て
い
ま
す
。 
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１
９
世
紀
に
な
る
と
フ
ラ
ン
ス
に
も
産
業
革
命

が
起
き
ま
す
。1

7
7
9

年
の
フ
ラ
ン
ス
革
命
か
ら

ナ
ポ
レ
オ
ン
帝
政
、
７
月
王
政
復
古
と
時
代
が
進

ん
だ
こ
ろ
の
地
図
で
す
。
オ
ペ
ラ
の
椿
姫
、
ラ
・

ボ
エ
ー
ム
の
ミ
ミ
の
舞
台
で
す
。
こ
の
後
に
２
月

革
命
が
起
き
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
３
世
が
出
て
き
て
、

オ
ス
マ
ン
が
パ
リ
の
大
改
造
（1

8
5

7

～1
8

7
0

）
を

し
ま
す
。 

 1
8

3
0

年
に
ル
イ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
王
は
、1

8
1
4

年

に
プ
ロ
イ
セ
ン
・
ロ
シ
ア
軍
が
パ
リ
に
迫
っ
た
恐

怖
か
ら
、
パ
リ
を
環
状
に
囲
む
新
た
な
城
壁
を
望

み
ま
し
た
。
テ
ィ
エ
ー
ル
の
提
案
に
よ
っ
て
、

1
8

4
1

年
か
ら

1
8

4
4

年
に
か
け
て
６
周
目
の
最

後
の
城
壁
を
建
設
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
５

周
目
の
城
壁
は
取
り
壊
さ
れ
て
、
並
木
道
と
な
り

ま
す
。 

7
8

.0
2

平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
領
域
を
取
り
囲
ん

で
城
壁
は
全
長

3
3
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
び
、
現

在
の
パ
リ
の
市
域
を
画
し
て
い
ま
す
。
パ
リ
が
現

在
の
２
０
区
の
市
域
と
な
っ
た
の
は
こ
の

1
8
6

0

年
で
し
た
。
５
２
か
所
の
門
（
主
要
は
１
７
カ
所
）
が
県
道
に
開
か
れ
て

い
ま
す
。 

 

厚
３
．
５
ｍ 

高
さ
１
０
ｍ
の
城
壁
の
外
側
に
は
、
幅
１
５
ｍ
深
さ
８
ｍ

の
堀
が
掘
ら
れ
、
２
０
０
ｍ
の
ゾ
ー
ン
は
軍
用
と
さ
れ
た
の
で
す
が
、
市

内
は
間
接
税
が
と
ら
れ
る
の
で
、
外
側
に
貧
窟
が
広
が
っ
て
い
き
ま
し

た
。 

 

射
程
距
離
が
延
び
た
大
砲
（
普
仏
戦
争
）
に
よ
り
、1

9
1

9

年
～1

9
2

9

年

に
取
り
壊
さ
れ
、
現
在
は
パ
リ
の
周
囲
を
回
る
環
状
高
速
道
路
と
な
っ
て

い
ま
す
。 
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  1
9

1
1

年
の
パ
リ
の
地
図
で
す
。1

8
8
9

年
完
成
の
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔 

高
さ
３
１
８
ｍ
だ
け
で
な
く
、1

8
7
7

年
に
着
工
し

1
9

1
4

年
に
完
成
し
た
サ
ク
レ
ク
ー
ル
寺
院 

高
さ
８
３
ｍ
も
、1

0
0

ｍ
の
丘
の
上
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

環
状
高
速
道
路
の
内
側

の

市

街

地

面

積

は

8
6

.9
9

k

㎥
で
す
。そ
の
外

側
西
部
の
ブ
ロ
ー
ニ
ュ

の
森
と
外
側
東
部
の
ヴ

ァ
ン
セ
ン
ヌ
の
森
を
併

せ
た
形
と
な
っ
て
お
り
、

都

市

面

積

は

1
0

5
.4

0
k

m
2

と
な
り
ま

す
。
人
口
は2

2
5

万
人
と

名
古
屋
市
と
ほ
ぼ
等
し

い
で
す
。 

 

し
か
し
、
名
古
屋
市
の
面

積
は

3
2

6
.4

ｋ
㎡
で
人
口

は2
3
0

万
人
で
あ
り
、
パ

リ
市
街
の
人
口
密
度
は

名
古
屋
市
の
４
倍
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
の
人
口

は8
0
0

万
人
（
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
１
６
０
万
人
）
、
そ

の
面
積
は7

9
0

ｋ
㎡
で
あ

る
の
で
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

市
の
人
口
密
度
は
名
古

屋
市
の
倍
、
パ
リ
の
半
分

と
な
り
ま
す
。
い
か
に
パ

リ
が
稠
密
な
都
市
な
の

か
が
わ
か
り
ま
し
ょ
う
。 

 

そ
し
て
、
東
京
都
・
山
手
線
の
内
側
は6

3
k

m
2

、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
・
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
は5

9
k

㎥
で
す
の
で
、
パ
リ
に
並

ん
で
こ
れ
ら
の
都
市
も
稠
密
な
事
も
わ
か
り
ま
す
。
こ
れ
ら
が
世
界
都
市
で
あ
り
、
名
古
屋
は
世
界
都
市
で
は
な
く
、
１
４

階
建
て
の
マ
ン
シ
ョ
ン
と
木
造
の
住
宅
が
混
在
す
る
永
遠
の
田
舎
都
市
な
の
が
わ
か
り
ま
す
。 
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第
３
章 

城
壁
が
大
通
り
に
な
っ
た
。 

 

ア
メ
リ
カ
の
町
で
は
、B

lv
d

と
省
略
表
記
さ
れ
る
ブ
ラ
バ
ー
ドB

o
u

le
v
a

rd

が
都
市

中
央
に
必
ず
あ
り
ま
し
た
。
並
木
が
両
側
に
あ
り
道
幅
の
広
い
道
路
で
す
。
英
語
の
７

割
が
フ
ラ
ン
ス
語
由
来
で
す
の
で
、
調
べ
て
み
る
と
、
こ
れ
も
フ
ラ
ン
ス
語
の
ブ
ー
ル

バ
ー
ルB

o
u

le
v
a

rd

か
ら
の
も
の
で
し
た
。 

 

名
古
屋
で
は
、
名
古
屋
駅
前
か
ら
伏
見
ま
で
の
桜
通
り
が
、
名
古
屋
唯
一
の
ブ
ラ
バ
ー

ド
で
す
。
伏
見
よ
り
東
の
桜
通
り
は
歩
道
を
広
げ
、
自
転
車
専
用
車
線
を
作
り
、
久
屋

大
通
り
は
店
舗
を
並
べ
て
、
当
初
の
ブ
ラ
バ
ー
ド
の
都
市
計
画
を
壊
し
ま
し
た
。 

 

第
２
章
で
は
、
城
壁
が
作
ら
れ
て
パ
リ
が
大
き
く
な
り
、
以
前
の
城
壁
が
ブ
ー
ル
バ
ー

ル
と
な
る
事
を
見
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
章
で
は
、
３
周
目
と
４
周
目
の
城
壁
が
１
９

世
紀
の
ブ
ー
ル
バ
ー
ル
、
す
な
わ
ち
、
現
代
パ
リ
の
目
抜
き
通
り
と
な
っ
た
姿
を
「
馬

車
を
買
い
た
い
。」
か
ら
挿
絵
を
拝
借
し
て
、
見
て
い
き
ま
す
。 

 

セ
ー
ヌ
川
右
岸
の
コ
ン
コ
ル
ド
広
場
か
ら
右
回
り
に
、 

現
代
の
通
り
名
を
並
べ
る
と
、
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
通
り→

マ
ド
レ
ー
ヌ
寺
院 

→

マ
ド
レ
ー
ヌ
通
り→

カ
プ
シ
ー
ヌ
通
り→

オ
ペ
ラ
座
前 

→

イ
タ
リ
ア
ン
通
り→

モ
ン
マ
ル
ト
通
り
、
パ
サ
ー
ジ
ュ
・
ジ
ュ
フ
ロ
ウ 

→

ポ
ワ
ッ
ソ
ニ
エ
ー
ル
通
り→

ポ
ン
ヌ
・
ヌ
ー
ベ
ル
通
り→

サ
ン
・
ド
ニ
門 

→

サ
ン
・
ド
ニ
通
り→

サ
ン
・
マ
ル
タ
ン
門 

→

サ
ン
・
マ
ル
タ
ン
門
通
り→

レ
ビ
ュ
ブ
リ
ッ
ク
広
場 

→

タ
ン
ブ
ル
通
り→

フ
ィ
ー
ユ
・
デ
ュ
・
カ
ル
ベ
ー
ル
通
り→

ポ
ー
マ
ル
シ
ェ
大
通
り 

→

バ
ス
テ
ィ
ー
ユ
広
場→

サ
ン
・
マ
ル
タ
ン
運
河 

と
、
名
所
毎
に
通
り
の
名
を
変
え
て
、
７
ｋ
ｍ
あ
り
ま
す
。
一
日
か
け
て
１
９
世
紀
か

ら
あ
る
劇
場
を
眺
め
な
が
ら
ブ
ラ
ブ
ラ
し
て
み
た
い
も
の
で
す
。
木
曜
日
と
日
曜
日
に

は
、
バ
ス
テ
ィ
ー
ユ
広
場
か
ら
リ
シ
ャ
ー
ル
・
ル
ノ
ワ
ー
ル
通
り
沿
い
の
公
園
で
、
パ

リ
最
大
規
模
の
マ
ル
シ
ェ
（
市
場
）
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

・
パ
レ
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
（
王
宮
） 

グ
ラ
ン
・
ブ
ー
ル
バ
ー
ル
巡
り
の
前
に
、
ル
ー
ブ
ル
宮
北
の
コ
メ
デ
イ
・
フ
ラ
ン
セ
ー

ズ
、
庭
園
パ
レ
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。
王
宮
の
名
前
は
北
に
あ
る
劇
場
に

し
か
と
ど
め
て
い
ま
せ
ん
が
、
ル
イ
１
４
世
の
弟
の
オ
ル
リ
ア
ン
家
が1

8
4

8

年
二
月

革
命
で
イ
ギ
リ
ス
に
逃
げ
出
す
ま
で
維
持
し
て
い
ま
し
た
。 

 1
7

8
4

年
に
膨
大
な
借
金
に
苦
し
め
ら
れ
た
５
代
目
当
主
が
王
宮
を
一
大
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
に
し
ま
し
た
。
庭
園
に
沿
っ
た
民
家
の
内
側
に
、
一
回
り
小
さ
な
コ
の
字 
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型
の
ビ
ル
を
作
り
、
中
庭
側
の
１
階
を
ア
ー
ケ
ー
ド
付
商
店
街
と
し
、
上
の
階
を
ア
パ
ー
ト
と
し
て
貸
し
出
し
た
の
で
す
。

天
候
に
関
係
な
く
買
い
物
が
で
き
る
ア
ー
ケ
ー
ド
商
店
街
は
、
ト
リ
ノ
、
ミ
ラ
ノ
、
ハ
ン
ブ
ル
グ
か
ら
日
本
ま
で
世
界
中
に

広
が
り
ま
し
た
。
名
古
屋
の
商
店
街
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
街
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ア
メ
リ
カ
由
来
の
モ
ー
ル
と
形
を
変
え
今
に

伝
わ
る
都
市
装
置
の
発
明
が
パ
リ
で
さ
れ
た
の
で
し
た
。 

1
8

2
0

年
刊
行
の
「
外
国
人
の
為
の
新
パ
リ
・
ガ
イ
ド
」

で
は
、「
人
間
の
贅
沢
と
快
楽
を
満
た
す
た
め
に
考
え

だ
さ
れ
た
最
も
豪
華
で
エ
レ
ガ
ン
ト
な
も
の
が
そ
ろ

っ
て
い
る
」
と
あ
り
ま
す
。
ブ
ル
ジ
ョ
ア
に
入
り
込
む

た
め
に
は
ダ
ン
デ
イ
な
装
い
が
要
り
ま
す
。
貴
族
は
仕

立
て
屋
を
館
に
呼
ぶ
の
で
す
が
、
田
舎
か
ら
出
て
来
て

屋
根
裏
に
住
む
パ
リ
大
学
の
学
生
に
は
、
こ
こ
の
イ
ー

ジ
ー
オ
ー
ダ
ー
の
仕
立
て
屋
が
必
ず
で
し
た
。
宝
石
店
、

装
飾
品
店
、
時
計
店
、
書
店
、
高
級
食
料
店
は
現
代
に

も
あ
り
ま
す
が
、
版
画
店
と
賭
博
場
と
見
世
物
小
屋
が

そ
の
時
代
を
表
し
て
い
ま
す
。 

も
ち
ろ
ん
、
カ
フ
ェ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
も
あ
り
、
ケ
ン
ケ

ラ
ン
プ
、
ガ
ス
灯
の
光
に
照
ら
さ
れ
て
夜
の
２
時
ま
で

営
業
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
快
楽
と
言
え
ば
娼
婦
で
す
。
ア
ー
ケ
ー
ド
の
上
に
住
む
娼
婦
が
夜
８
時
を
過
ぎ
る
と
、

あ
ら
れ
も
な
い
姿
で
ア
ー
ケ
ー
ド
に
現
れ
て
営
業
に
努
め
ま
す
。 

カ
フ
ェ
の
〈
カ
フ
ェ
・
ド
・
フ
ォ
ッ
ソ
〉
は
、1

7
8
9

年7

月1
2

日
に
カ
ミ―

ル
・
デ
ム
ー
ラ
ン
が
ア
ジ
演
説
を
行
い
、

店
の
前
の
木
の
葉
を
引
き
抜
い
て
そ
れ
を
バ
ス
テ
ィ
ー
ユ
襲
撃
の
符
丁
と
し
た
こ
と
に
よ
り
、
１
９
世
紀
前
半
の
革
命
派

の
若
者
に
は
、
パ
レ
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
の
イ
メ
ー
ジ
と
分
か
ち
が
た
く
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
い
か
が
わ
し
く
猥
雑
な
所
が
新
た
な

文
化
を
生
む
と
い
う
と
、
私
は
新
宿
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
街
と
西
口
広
場
を

思
い
出
し
ま
す
。
都
市
を
語
る
時
、
忘
れ
て
は
い
け
な
い
要
素
で
す
。 

 

・
チ
ュ
イ
ル
リ
ー
公
園 

今
は
、
ベ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
の
前
庭
で
あ
り
、
コ
ン
コ
ル
ド
広
場
か
ら
シ
ャ

ン
ゼ
リ
エ
通
り
を
凱
旋
門
に
向
か
う
強
烈
な
パ
リ
の
都
市
軸
の
構
成
要

素
で
し
か
な
い
で
す
が
、1

8
7
0

年
ま
で
公
園
の
西
端
に
は
ベ
ル
サ
イ
ユ

宮
殿
と
繋
が
っ
て
い
る
チ
ュ
イ
ル
リ
ー
宮
殿
が
あ
り
ま
し
た
。
権
力
者

が
住
む
チ
ェ
イ
ル
リ
ー
宮
殿
の
前
の
公
園
で
は
、1

9

世
紀
の
ブ
ル
ジ
ョ

ア
た
ち
が
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
誇
ら
し
げ
に
見
せ
あ
っ
て
い
る
の
で
し

た
。 

シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
通
り
か
ら
ブ
ロ
ー
ニ
ュ
の
森
に
行
く
に
は
馬
車
が
要
り

ま
す
が
、
こ
こ
の
公
園
は
徒
歩
で
よ
い
の
で
、
王
政
復
古
期
に
パ
リ
に
出

て
き
た
田
舎
者
で
も
、
パ
レ
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
で
服
装
を
調
え
れ
ば
都
会
に

勇
躍
デ
ビ
ュ
ー
が
出
来
ま
し
た
。 
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日
本
で
公
園
デ
ビ
ュ
ー
と
言
う
と
児
童
公
園
で
す
が
、
欧
州
の
大
人
の
公
園
デ
ビ
ュ
ー
は
格
式
が
あ
り
、
お
金
も
か
か
り
ま

し
た
。 

日
本
で
も
、
バ
ロ
ッ
ク
都
市
を
ま
ね

し
て
大
通
り
を
作
り
ま
し
た
が
、
都

市
公
園
の
歴
史
が
な
く
、
初
め
て
日

比
谷
公
園
を
作
っ
て
以
来
、
公
園
を

楽
し
む
こ
と
が
今
も
で
き
ま
せ
ん
。 

公
園
は
緑
と
花
の
あ
る
場
だ
け
で

な
く
、
何
よ
り
人
々
が
憩
い
、
集
う

場
な
の
で
し
た
。
チ
ュ
イ
ル
リ
ー
公

園
は
、
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
の
代
わ
り
に

青
空
が
あ
り
、
金
襴
緞
子
の
代
わ
り

に
花
が
あ
る
社
交
場
だ
っ
た
の
で

す
。 

チ
ュ
イ
ル
リ
ー
宮
殿
に
住
ん
だ

人
々
を
あ
げ
て
お
き
ま
す
。
ル
イ
１

４
世
、
ル
イ
１
５
世
、
ル
イ
１
６
世
、
立
法
議
会
、
革
命
政
府
、
元
老
会
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
、
教
皇
ピ
ウ
ス
７
世
、
ル
イ
１
８

世
、
ル
イ
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
３
世
、
臨
時
軍
病
院
。 

1
8

7
1

年5

月2
3

日
、
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
鎮
圧
の
最
中
に
コ
ミ
ュ
ー
ン
側
の
兵
士
が
放
火
し
焼
失
し
ま
し
た
。
躯
体

は
残
っ
た
の
で
す
が1

8
8
3

年
に
「
王
政
、
帝
政
の
遺
物
」
と
し
て
撤
去
さ
れ
ま
し
た
。 

 

・
コ
ン
コ
ル
ド
広
場 

1
7

5
5

年
設
計
さ
れ
た
広
場
。
ル
イ
１
５
世
の
騎
馬
像
が
置
か
れ
て
い
ま
し
た
が
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
よ
っ
て
取
り
払
わ
れ
、

革
命
中
に
は
ギ
ロ
チ
ン
台
が
置
か
れ
、
ル
イ
１
６
世
、
マ
リ
ー
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
も
こ
こ
で
処
刑
さ
れ
て
い
ま
す
。
ナ
ポ
レ

オ
ン
の
頃
か
ら
「
コ
ン
コ
ル
ド
＝
和
合
、
調
和
」
と
呼
ば
れ
、1

8
3

0

年7

月
王
政
か
ら
正
式
名
と
な
り
ま
し
た
。 

 

・
マ
ド
レ
ー
ヌ
広
場 

ル
イ
１
４
世
の
発
意
に
よ
っ
て
城
壁
が
壊
さ
れ
、1

7
0

5

年
に
は
、
こ
の
マ
ド
レ
ー
ヌ
広
場
か
ら
バ
ス
テ
ィ
ー
ユ
広
場
ま
で

の
グ
ラ
ン
・
ブ
ー
ル
バ
ー
ル
が
完
成
し
ま
し
た
。
４
台
の
馬
車
が
並
ん
で
走
れ
る
２
列
の
車
道
、
そ
の
両
側
に
２
列
の
並
木

と
歩
道
が
、
そ
れ
以
後
の
ブ
ー
ル
バ
ー
ル
の
基
準
と
な
り
ま
し
た
。 

ル
イ
１
５
世
は
、1

7
6
4

年
に
、
聖
女
マ
ド
レ
ー
ヌ
（
マ
グ
ダ
ラ
の
マ
リ
ア
）
を
守
護
聖
人
と
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
を
広

場
に
面
し
て
作
ろ
う
と
し
た
の
で
す
が
、
基
礎
だ
け
で
中
断
し
て
し
ま
い
ま
す
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
が
、
そ
の
基
礎
の
上
に
フ
ラ

ン
ス
軍
の
栄
光
の
神
殿
に
す
る
の
だ
と
ロ
ー
マ
神
殿
を
模
し
た
外
観
の
建
物
を
建
築
し
た
の
で
し
た
が
、
ル
イ
１
８
世
が

ま
た
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
戻
し
、1

8
4
2

年
に
完
成
し
ま
し
た
。
地
下
に
ラ
ン
チ
だ
け
の
軽
食
レ
ス
ト
ラ
ン

F
O

Y
E

R
 D

E
 

L
A

 M
A

D
E

L
E

IN
E

が
あ
る
そ
う
な
の
で
、
是
非
試
し
た
い
も
の
で
す
。 

 

・
オ
ペ
ラ
座
前 

https://ja.wikipedia.org/wiki/1871%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/5%E6%9C%8823%E6%97%A5
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%91%E3%83%AA%E3%83%BB%E3%82%B3%E3%83%9F%E3%83%A5%E3%83%BC%E3%83%B3
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オ
ペ
ラ
座
ガ
ル
ニ
エ
は1

8
7
5

年
に
１
２
度
目
の
地
と
し
て
オ
ス
マ
ン
の
パ
リ
改
造
・
オ
ペ
ラ
通
り
と
共
に
こ
こ
に
現
れ
た

の
で
、
こ
の
当
時
に
は
ま
だ
オ
ペ
ラ
座
は
あ
り
ま
せ
ん
。
カ
プ
シ
ー
ヌ
通
り
、
イ
タ
リ
ア
通
り
の
北
側
、
サ
ン
ト
・
ト
リ
ニ

テ
教
会
ま
で
の
シ
ョ
セ
・
ダ
ン
タ
ン
地
区
に
は
１
８
世
紀
か
ら
大
邸
宅
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

ブ
ロ
ー
ニ
ュ
の
森
の
帰
り
、
プ
ー
ル
バ
ー
ル
に
豪
華
な
馬
車
を
と
め
て
入
る
カ
フ
ェ
、
レ
ス
ト
ラ
ン
が
並
び
ま
す
。
カ
フ

ェ
・
ド
・
パ
リ
（1

8
2

2

年
開
店
）、
ト
ル
ト
ー
ニ
（1

8
0

4

年
開
店
）、
メ
ゾ
ン
・
ド
レ
（1

8
4

0

年
開
店
）
カ
フ
ェ
・
リ
ッ

シ
ュ
、
カ
フ
ェ
・
ア
ン
グ
レ
（1

8
2

5
年
開
店
）
１
９
世
紀
の
文
芸
作
品
の
舞
台
と
な
る
「
飽
食
の
パ
リ
」
で
す
。
２
階
に

個
室
を
持
つ
レ
ス
ト
ラ
ン
は
椿
姫
に
と
っ
て
使
い
が
っ
て
が
良
か
っ
た
の
で
し
た
。  

 

・
ル
・
ベ
ル
テ
ィ
エ
通
り
の
オ
ペ
ラ
座
、
マ
リ
ヴ
ォ

ー
通
り
の
オ
ペ
ラ
・
コ
ミ
ッ
ク
座 

ブ
ー
ル
バ
ー
ル
（
イ
タ
リ
ア
通
り
）
に
直
行
す
る
ル
・

ベ
ル
テ
ィ
エ
通
り
に
面
し
て
オ
ペ
ラ
座
が
あ
り
ま

し
た
。1

6
6
9

年
か
ら
オ
ペ
ラ
座
は
１
３
回
移
転
し

て
い
ま
す
。
１
０
回
目
の
ル
ヴ
ォ
ワ
通
り
の
オ
ペ
ラ

座
で
ペ
リ
ー
公
が
暗
殺
さ
れ
た
後
に
、
急
遽
移
転
し

た
１
１
回
目
の
こ
の
オ
ペ
ラ
座
は
木
と
漆
喰
に
よ

る
急
ご
し
ら
え
の
間
に
合
わ
せ
た
物
だ
っ
た
の
で

す
が
、1

8
2
1

年
か
ら
火
事
で
燃
え
る

1
8
7

3

年
ま

で
の
５
２
年
間
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
、
フ
ロ
ー
ベ
ル
、
ゾ

ラ
と
連
な
る
１
９
世
紀
の
風
俗
小
説
の
舞
台
と
な

り
ま
し
た
。 
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小
説
の
中
に
オ
ペ
ラ
鑑
賞
は
あ
り
ま
せ
ん
。
夜
の
１
１
時
か
ら
朝
の
５
時
ま
で

の
「
仮
装
舞
踏
会
」
に
、
身
分
を
隠
し
た
貴
族
が
俗
人
に
交
じ
っ
て
遊
ぶ
の
で

し
た
。
ダ
ン
ス
を
踊
る
の
で
な
く
、
仮
装
立
食
パ
ー
テ
ィ
の
よ
う
な
も
の
で
し

た
が
、18

3
6

年
に
支
配
人
ミ
ラ
は
指
揮
者
ミ
ュ
ザ
ー
ル
を
雇
い
入
れ
、
ワ
ル
ツ

の
代
わ
り
に
市
門
付
近
の
ダ
ン
ス
場
で
流
行
っ
て
い
た
激
し
い
リ
ズ
ム
の
カ

ド
リ
ー
ユ
（
４
組
の
男
女
が
四
角
に
な
っ
て
パ
ー
ト
ナ
ー
を
次
々
代
え
る
）
を

派
手
に
演
奏
し
、
料
金
を
下
げ
た
の
で
、
流
行
の
先
端
を
行
く
と
自
認
す
る
学

生
が
お
針
子
を
連
れ
て
押
し
寄
せ
、
熱

狂
的
に
踊
り
ま
く
る
よ
う
に
な
っ
た
の

で
し
た
。 

 

オ
ペ
ラ
座
が
出
来
る
前
ま
で
は
、
マ
リ

ヴ
ォ
ー
通
り
の
オ
ペ
ラ
・
コ
ミ
ッ
ク
座

こ
そ
オ
ペ
ラ
の
殿
堂
で
あ
り
、
イ
タ
リ

ア
人
歌
手
が
多
く
出
る
事
か
ら
の
別

名
・
イ
タ
リ
ア
座
と
い
わ
れ
、
イ
タ
リ
ア

通
り
の
由
来
と
な
り
、
上
流
人
の
社
交
の
中
心
で
し
た
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
は
、
オ
ペ
ラ

座
を
グ
ラ
ン
ド
オ
ペ
ラ
、
コ
ミ
ッ
ク
座
を
コ
ミ
ッ
ク
オ
ペ
ラ
と
す
み
分
け
を
決
め
た

の
で
す
が
、
儲
け
る
為
に
は
そ
う
も
い
か
ず
、1

9
3

9

年
に
国
立
オ
ペ
ラ
劇
場
連
合

に
入
り
、1

9
7
2

年
に
閉
鎖
の
憂
き
目
に
あ
い
ま
す
。2

0
0

5

年
に
国
立
オ
ペ
ラ
・
コ

ミ
ッ
ク
座
と
な
り
今
に
至
り
ま
す
。 

パ
レ
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
、
リ
シ
ュ
リ
ュ
ー
通
り
に
あ
る
コ
メ
デ
ィ
・
フ
ラ
ン
ス
セ
ー
ズ
と

共
に
、
是
非
、
観
劇
を
し
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
現
在
、
オ
ペ
ラ
座
ガ
ル
ニ
エ
は
バ
レ

ー
専
門
と
な
り
、
グ
ラ
ン
ド
オ
ペ
ラ
は
最
新
舞
台
装
置
を
持
つ
バ
ス
テ
ィ
ー
ユ
の
新

オ
ペ
ラ
座
で
行
わ
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
箱
が
小
さ
い
方
が
肉
声
の
オ
ペ
ラ
に
は
良

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

・
モ
ン
マ
ル
ト
通
り 

北
に
は
、
ヴ
ェ
リ
エ
テ
座
が
あ
り
、
ブ
ー
ル
バ
ー
ル
は
こ
の
辺
り
ま
で
が
１
９
世
紀

の
「
楽
し
む
パ
リ
」
で
す
。 

リ
シ
ュ
ル
ー
通
り
と
の
交
差
点
に
は
、
高
級
賭
博
場
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
カ
が
あ
り
ま
し

た
。1

8
3

7

年
に
賭
博
が
禁
止
に
な
る
と
、
モ
ー
ド
の

店
、
高
級
理
容
店
、
高
級
仕
立
て
店
、
帽
子
店
が
パ
レ

ロ
ワ
イ
ヤ
ル
か
ら
ブ
ー
ル
バ
ー
ル
に
出
て
き
ま
す
。 

 

１
９
世
紀
の
高
級
商
店
街
の
名
残
り
が
今
も
、
パ
ッ

サ
ー
ジ
ュ
・
ジ
ュ
フ
ロ
ワ
、
パ
ッ
サ
ー
ジ
ュ
・
デ
・
パ

ノ
ラ
マ
に
残
っ
て
い
ま
す
。 



p. 18 
 

パ
ッ
サ
ー
ジ
ュ
と
は
、
通
り
と
通
り
の
間
を
結
ぶ
通
り
抜
け
に
ガ
ラ
ス
の
屋
根
を
か
け
た
ア
ー
ケ
ー
ド
商
店
街
で
あ
り
、
パ

リ
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
作
ら
れ
た
ま
し
た
。
デ
パ
ー
ト
が
誕
生
す
る
と
廃
れ
ま
し
た
。
こ
の
二
カ
所
は
レ
ト
ロ
感
覚
を
売
り

と
し
て
復
活
し
て
い
ま
す
。 

 

・
サ
ン
・
ド
ニ
通
り
、
サ
ン
・
マ
ル
タ
ン
通
り 

鹿
島
茂
氏
は
「
天
井
桟
敷
の
人
々
」
か
ら
「
犯
罪
大
通
り
」
と
名
付
け
て
い
ま
す
。
一
転
し
て
あ
か
ぬ
け
な
い
町
並
み
が
展

開
し
、
野
暮
で
田
舎
じ
み
た
商
人
っ
ぽ
い
群
衆
が
汚
い
靴
を
履
い
て

う
ろ
つ
く
町
に
、
や
が
て
通
俗
的
な
劇
場
が
立
ち
並
ぶ
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。 

ジ
ム
ナ
ー
ズ
座
、
ポ
ル
ト
・
サ
ン
・
マ
ル
タ
ン
座
、
フ
ォ
リ
・
ド
ア
マ

テ
ッ
ク
座
、
ル
ネ
サ
ン
ズ
座
が
今
も
現
存
し
て
い
ま
す
。
ま
っ
た
く
パ

リ
の
町
は
劇
場
だ
ら
け
で
す
が
、
そ
れ
が
文
化
都
市
と
呼
ば
れ
る
所

以
な
の
で
し
ょ
う
。「
犯
罪
大
通
り
」
は
、
オ
ス
マ
ン
の
パ
リ
改
造
で

1
8

6
2

年
に
丸
ご
と
消
え
て
レ
ピ
ュ
ブ
リ
ッ
ク
広
場
と
な
り
ま
し
た
。 

 

名
古
屋
の
商
業
劇
場
は
、
中
日
劇
場
、
名
鉄
劇
場
が
消
え
、
御
園
座
だ

け
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
御
園
座
も
建
て
替
え
に
伴
っ
て
歌
舞
伎
は

年
１
回
半
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
県
の
芸
文
セ
ン
タ
ー
は
本
格

オ
ペ
ラ
が
上
演
で
き
る
と
作
ら
れ
ま
し
た
が
、
海
外
の
オ
ペ
ラ
公
演

は
名
古
屋
を
飛
ば
し
て
し
ま
い
ま
す
。
名
古
屋
も
パ
リ
と
同
じ

2
0

0

万
人
の
人
口
を
持
つ
の
で
す
が
、
文
化
人
は
い
な
く
、
下
品
な
名
古
屋

弁
を
喋
る
市
長
だ
け
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。 

人
口
だ
け
で
都
市
力
を
図
っ
て
は
い
け
な
く
、
首
都
で
あ
る
事
が
そ

の
国
の
文
化
を
集
め
る
の
で
し
ょ
う
。
パ
リ
は
フ
ラ
ン
ス
６
５
０
０

万
人
、
東
京
は
日
本
１
億
２
０
０
０
万
人
の
文
化
を
示
す
都
市
で
す
。 

 

以
上
、「
馬
車
が
買
い
た
い
」
の
挿
絵
か
ら
、
馬
車
が
行
き
か
う
ブ
ー
ル
バ
ー
ル
の
街
並
み
を

見
て
き
ま
し
た
。
木
造
の
２
階
建
て
も
あ
る
凸
凹
し
た
町
並
み
は
、
今
の
名
古
屋
と
変
わ
り

ま
せ
ん
。
現
在
の
白
い
石
で
覆
わ
れ
た
６
階
建
て
の
街
並
み
に
な
っ
て
い
る
パ
リ
は
、
ナ
ポ

レ
オ
ン
３
世
、
オ
ス
マ
ン
の
パ
リ
改
造
か
ら
で
す
。 

 

劇
場
の
興
亡
を
追
う
と
、
な
ん
ど
も
火
災
に
あ
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
ロ
ン
ド
ン
の1

6
6

6

年

大
火
の
よ
う
な
こ
と
は
な
く
、1
8

5
3

年
に
オ
ス
マ
ン
が
ま
ず
貧
民
窟
を
消
す
大
通
り
を
通
し

て
、
そ
の
後
に
建
て
る
建
物
は
ロ
ン
ド
ン
を
ま
ね
て
「
木
造
禁
止
」
と
し
、
徐
々
に
今
の
パ
リ

の
姿
に
な
っ
た
の
で
し
た
。
ロ
ン
ド
ン
で
は
、
パ
リ
よ
り
先
に
産
業
革
命
と
共
に
人
が
あ
ふ

れ
、
非
衛
生
な
町
に
疫
病
が
し
ば
し
ば
流
行
っ
た
の
で
下
水
道
を
作
っ
て
い
ま
す
。、
パ
リ
も

そ
の
真
似
を
し
ま
す
。 

ブ
ラ
タ
モ
リ
で
パ
リ
の
町
は
加
工
し
や
す
い
石
灰
岩
の
上
に
あ
り
、
白
い
外
壁
は
そ
の
石
を
使
っ
た
も
の
だ
と
知
り
ま
し
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た
。
日
本
の
家
は
木
で
で
き
お
り
、
モ
ン
ゴ
ル
で
は
牛
糞
を
使
い
、
オ
リ
エ
ン
ト
で
は
日
干
し
煉
瓦
を
使
う
の
と
同
じ
で
身

近
に
あ
る
も
の
が
建
築
材
料
と
な
り
ま
す
。
オ
ペ
ラ
座
の
怪
人
が
地
下
湖
に
現
れ
る
よ
う
に
、
地
上
の
石
張
り
の
建
物
と
下

水
道
工
事
は
一
石
二
丁
な
の
で
し
た
。 

 

第
４
章 

オ
ス
マ
ン
の
パ
リ
大
改
造 

 

汚
物
で
あ
ふ
れ
る
ス
ラ
ム
を
壊
し
、
美
し
い
町
を
作
る
と
オ
ス
マ
ン
は
三
つ
法
則
を
決
め
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
、
ル
イ
１
５

世
に
よ
る
パ
リ
の
都
市
改
造
の
教
え
に
従
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
３
世
が
恐
れ
る
市
民
の
暴
動
に

も
有
効
だ
っ
た
の
で
し
た
。
馬
車
が
走
れ
る
道
は
、
市
民
を
敵
と
す
る
兵
と
大
砲
の
移
動
に
も
便
利
な
の
で
す
。
パ
リ
の
大

改
造
は
「
バ
ロ
ッ
ク
都
市
」
と
命
名
さ
れ
世
界

が
真
似
を
し
ま
す
。 

①
古
い
街
路
を
拡
幅
し
、
直
線
化
を
図
る
。 

②
幹
線
道
路
は
複
線
化
に
よ
っ
て
交
通
循
環
を

容
易
に
す
る
。 

③
重
要
拠
点
は
斜
交
路
に
よ
っ
て
接
合
す
る
。 

総
延
長1

7
5

k
m

の
道
路
を
整
備
し
、
２
万
棟
も

の
建
物
を
取
り
壊
し
、
さ
ら
に
道
の
両
脇
に
は

４
万
棟
以
上
も
の
同
じ
デ
ザ
イ
ン
の
建
物
を
配

置
し
、
重
要
な
道
の
先
に
は
目
印
と
な
る
モ
ニ

ュ
メ
ン
ト
を
配
置
し
た
の
で
す
が
、
そ
れ
を

一
々
追
い
か
け
る
事
は
私
に
は
無
理
で
あ
り
、

今
の
パ
リ
の
町
を
歩
い
て
街
の
機
能
性
と
美
し

い
景
観
を
感
じ
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
名
古
屋

の
グ
リ
ッ
ド
の
道
で
育
っ
た
私
た
ち
に
は
こ
の

斜
交
路
の
機
能
性
に
は
疑
問
符
が
つ
き
ま
す

が
、
実
は
中
心
部
は
グ
リ
ッ
ド
の
計
画
で
あ
っ

た
の
で
し
た
。 

パ
リ
の
教
科
書
か
ら
オ
ス
マ
ン
の
道
を
持
っ
て

き
ま
し
た
。 

シ
テ
島
の
ス
ラ
ム
の
写
真
で
す
。
光
と
風
は
な
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く
、
窓
か
ら
通
り
の
溝
に
向
か
っ
た
汚
物
が
投
げ
捨
て
ら
れ
、
そ
れ
を
エ
サ
と
す
る
豚
が
う
ろ
つ
い
て
い
ま
し
た
。 

中
世
の
ス
ラ
ム
街
を
壊
す
こ
と
が
最
重
要
課
題
で
し
た
の
で
、
シ
テ
島
の
３
本
の
道
と
シ
テ
島
を
オ
ー
・
シ
ャ
ン
ジ
ュ
橋
、

サ
ン
・
ミ
ッ
シ
ェ
ル
橋
を
通
っ
て
横
断
す
る
道
が
パ
リ
の
軸
と
な
り
ま
す
。
そ
れ
に
直
行
す
る
右
岸
の
リ
ヴ
ォ
リ
通
り
、
左

岸
の
サ
ン
・
ジ
ェ
ル
マ
ン
通
り
が
町
の
骨
格
を
作
り
、
そ
の
通
り
に
対
し
て
ま
た
直
角
に
グ
リ
ッ
ド
を
切
っ
て
い
ま
す
。 

 

机
上
で
都
市
計
画
す
る
の
で
す
か
ら
、
セ
ー
ヌ
川
を
軸
に
し
た
グ
リ
ッ
ド
が
基
本
に
あ
る
の
は
間
違

い
な
く
、
セ
ー
ヌ
川
が
蛇
行
し
て
い
る
事
、
パ
リ
を
環
状
に
囲
ん
だ
城
壁
跡
を
既
に
馬
車
の
走
る
ブ

ー
ル
バ
ー
ル
と
し
て
い
た
事
が
、
斜
交
路
で
も
っ
て
接
合
す
る
発
想
を
生
ん
だ
の
で
し
た
。 

今
も
、
シ
テ
島
に
は
、
西
端
の
ド
ー
フ
ィ
ー
ヌ
広
場
と
東
端
の
ノ
ー
ト
ダ
ム
寺
院
の
右
側
の
一
角
に

は
壊
さ
れ
な
か
っ
た
民
家
が
残
っ
て
い
ま
す
。
グ
ー
グ
ル
の
お
か
げ
で
容
易
に
わ
か
り
ま
す
が
、
行

っ
て
自
分
の
眼
で
中
世
の
パ
リ
を
感
じ
た
い
も
の
で
す
。 

 1
8

7
0

～7
1

年
普
仏
戦
争
に
よ
り
パ
リ
は
包
囲
さ
れ
、
外
か
ら
砲
撃
を
受
け
、
城
壁
が
役
に
立
た
な
い
事
、
パ
リ
に
侵
入
し

た
軍
に
も
広
い
道
路
は
有
効
で
あ
る
事
を
学
び
ま
し
た
。
右
の
写
真
は
そ
の
後
３
月
～
５
月
の
短
い
パ
リ
・
コ
ミ
ュ
ー
ン
の

姿
で
す
。
町
並
み
は
不
完
全
で
あ
り
、
市
民
の
暴
動
に

も
広
い
道
は
か
え
っ
て
有
効
で
あ
っ
た
の
が
伺
え
ま

す
。 

  

第
５
章 

名
古
屋
の
都
市
計
画
は
火
除
け
地 

 

パ
リ
は
ロ
ー
マ
軍
の
植
民
地
都
市
で
あ
り
、
名
古
屋

は
徳
川
家
康
に
よ
っ
て
忽
然
と
台
地
に
現
れ
た
「
植

民
地
都
市
」
で
あ
っ
た
の
で
し
た
。
い
ず
れ
も
、
机
上

で
計
画
さ
れ
た
グ
リ
ッ
ド
割
り
の
街
区
を
持
つ
の
は

同
じ
で
す
が
、
誕
生
に
は1

6
0
0

年
も
の
差
が
あ
り
ま

す
。 

 

し
か
し
、
パ
リ
が
近
代
都
市
と
し
て
輝
く
の
は
、
現
代

の
フ
ラ
ン
ス
国
を
確
立
し
た
ル
イ
１
４
世
（1
6
3

8

年 

- 1
7

1
5

年
）
の
頃
で
あ
り
、
名
古
屋
で
は
徳
川
家
光
を

祖
父
と
す
る
尾
張
藩
主
３
代
目
の
徳
川 

綱
誠
（1

6
5
2

年-1
6

9
9

年
）
の
時
代
と
な
り
ま
す
。 

 

こ
こ
に

1
7

3
5

年
の
パ
リ
と
名
古
屋
の
地
図
が
あ
り

ま
す
。
共
に
平
板
測
量
さ
れ
た
実
測
図
で
あ
り
、
並
べ

る
と
、
同
時
代
の
都
市
規
模
の
比
較
が
で
き
ま
す
。
４

ｋ
ｍ
四
方
と
ま
っ
た
く
同
じ
大
き
さ
な
の
で
し
た
。
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偶
然
で
は
な
く
、
こ
れ
は
歩
行
距
離
が
都
市
の
規
模
を
決
め
る
為
で
あ
り
、
世
界
の
都
市
が
同
規
模
と
な
る
の
で
し
た
。 

  

パ
リ
は
こ
の
後
、
ル
イ
１
４
世
に
よ
っ
て
馬
車
が
走
る
町
に
改
造
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
は
１
８
世
紀
に
ア
メ
リ

カ
大
陸
に
領
土
を
広
げ
、
１
９
世
紀
に
は
産
業
革
命
が
起
こ
し
、
共
和
制
へ
と
発
展
さ
せ
る
と
、
そ
れ
と
と
も
に
、
パ
リ
の

町
も
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。 

 

一
方
、
名
古
屋
の
都
市
改
造
は
大
火
に
よ
っ
て
火
除
け
地

を
作
る
こ
と
だ
け
で
し
た
。
戦
後
の
１
０
０
ｍ
道
路
ま
で
、

木
造
都
市
で
あ
る
名
古
屋
は
火
除
け
地
づ
く
り
で
し
か
、

道
路
幅
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 1
6

0
5

年
京
都
を
範
と
し
て
、
全
国
に
１
５
０
も
の
都
市
が
一
斉
に
出
来
る
の
で
す
が
、
平
安
京
の
小
路
の
幅
４
丈
＝
１
２

ｍ
を
持
つ
こ
と
す
ら
な
く
、
中
世
の
京
都
の
道
幅
で
あ
る
３
間
＝
６
ｍ
が
最
大
の
道
幅
と
な
り
ま
す
。
名
古
屋
で
は
堀
川
沿

い
に
、
荷
上
げ
材
交
通
の
た
め
に
４
間
幅
の
道
が
作
ら
れ
、
わ
ざ
わ
ざ
「
四
間
道
」
と
名
付
け
れ
ま
し
た
。 

 

乗
り
物
と
言
え
ば
駕
籠
で
あ
り
、
貨
物
は
大
八
車
で
運
ぶ
都
市
で
あ
っ
た
名
古
屋
は
、
パ
リ
の
馬
車
の
走
る
町
の
歴
史
１
５

０
年
間
を
同
じ
よ
う
に
持
つ
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

名
古
屋
の
町
を
描
い
た
尾
張
名
所
図
会
が
あ

り
ま
す
。
南
北
の
本
町
通
り
に
東
西
の
伝
馬

通
り
が
交
差
す
る
名
古
屋
の
中
心
、
札
の
辻

の
絵
で
す
。 

西
に
美
濃
街
道
、
東
北
に
中
山
道
、
南
に
東

海
道
と
街
道
を
繋
ぐ
城
下
町
の
結
節
点
で
し

た
。 

駕
籠
、
大
八
車
、
馬
の
姿
が
見
え
ま
す
。
馬

は
背
に
振
り
分
け
ら
れ
て
荷
を
運
び
、
車
を
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引
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

ロ
ー
マ
、
中
国
で
は
２
輪
車
を
馬
で
引
く
技
術
が
あ
る
の
で
す
が
、
日
本
で
は
牛
車
し
か
な
く
、
そ
れ
も
近
世
に
な
る
と
消

え
て
し
ま
い
ま
す
。 

  

広
小
路
は
、
今
も
名
古
屋
中
心
を
東
西
に
つ
な
ぐ
目
抜
き
通
り
で
す
。
大
火
の
あ
と
に
火
除
け
地
と
し
て
、
幅
３
０
ｍ
の
道

路
状
に
作
ら
れ
ま
し
た
。 

名
所
絵
図
絵
で
は
「
夜
店
」
が
立
ち
並
ぶ
広
場
で
あ
っ
た
事
が
わ
か
り
ま
す
。
３
０
ｍ
の
幅
は
、
馬
車
の
な
い
名
古
屋
で
は

道
路
と
し
て
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 
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パ
リ
の
町
づ
く
り
で
、
チ
ュ
イ
ル
リ
ー
公

園
を
見
て
き
ま
し
た
が
、
名
古
屋
と
同
じ

人
口
が
４
分
の
１
の
面
積
に
す
む
人
口

密
の
高
い
パ
リ
で
は
、
鶴
舞
公
園
２
４h

a

、

名
城
公
園
２
２h

a
 

以
上
の
大
き
な
公
園

が
２
０
も
あ
り
、
さ
ら
に
都
市
面
積
の
５

分
の
１
の
面
積
の
森
を
市
街
の
外
に
持

っ
て
い
ま
す
。 

 

名
古
屋
で
は
「
公
園
」
の
必
要
性
が
認
識

さ
れ
て
お
ら
ず
、
増
え
ま
せ
ん
。
そ
れ
ど

こ
ろ
か
商
業
施
設
で
公
園
を
潰
し
て
い

ま
す
。 

 

城
下
町
名
古
屋
の
公
園
、
広
場
は
寺
社
地

に
あ
り
ま
し
た
。
お
参
り
に
行
く
こ
と

が
遊
楽
な
の
で
し
た
。
７
代
徳
川
宗
春

（1
6

9
6

~
1

7
6

4

）
の
統
治
時
代
、
享
保

1
5

年~

元
文4

年
（1

7
3
0

~
1

7
3

9

）
に
、

名
古
屋
は
消
費
都
市
を
謳
歌
し
ま
し

た
。
享
元
絵
巻
（1

7
3
6

頃
の
姿
）
を
見

る
と
、
楽
し
く
な
り
ま
す
。
享
元
絵
巻

に
は
、
若
宮
八
幡
か
ら
大
須
に
か
け

て
、
芝
居
・
操
り
浄
瑠
璃
・
軽
業
・
相

撲
の
興
行
を
楽
し
む
人
々
が
生
き
生

き
と
描
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

富
士
見
原
・
西
小
路
・
葛
町
と
、
３
カ

所
の
遊
郭
も
許
さ
れ
ま
し
た
。
宝
永
の

絵
図
（1

7
1

0

年
）
を
見
る
と
、
大
門
の

外
に
新
た
に
町
を
作
っ
た
事
が
わ
か

り
ま
す
。
京
の
島
原
、
江
戸
の
吉
原
の

七つ寺 願正寺 →西本願寺 
大須観音 
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賑
わ
い
は
か
く
も
あ
ろ
う
か
と
「
名
古
屋
の
繁
華
に
京
（
興
）
が
さ
め
た
」
と
ま
で
言
わ
れ
ま
し
た
。 

  

名
古
屋
人
は
お
弁
当
を
持
っ
て
野
に
遊
ぶ
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
水
田
を
都
市
の

周
囲
に
持
つ
民
で
あ
り
、
ゲ
ル
マ
ン
人
の
末
裔
で
あ
る
パ
リ
人
の
よ
う
に
森
を

持
と
う
と
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
が
公
園
の
デ
ザ
イ
ン
の
違
い
に
な
っ
て

い
ま
す
。 

一
方
、
名
古
屋
で
は
自
然
を
模
し
た
日
本
庭
園
を
有
料
の
公
園
と
し
て
、
２
つ

も
持
っ
て
い
ま
す
。 

  

名
古
屋
は
東
海
道
線1

8
8
9

年
、
中
央
線1

9
1
1

年
に
よ
っ
て
東
京
・
大
阪
と
結

ば
れ
て
江
戸
以
来
の
都
市
の
形
を
変
え
ま
す
。
西
端
に
名
古
屋
駅
、
東
端
に
県

庁
が
お
か
れ
、
火
除
け
地
の
広
小
路
が
名
古
屋
の
目
抜
き
通
り
と
な
り
ま
し
た
。

都
市
軸
が
南
北
か
ら
東
西
に
替
わ
っ
た
の
で
す
。
し
か
し
、
東
海
道
線
と
中
央

線
が
交
わ
る
金
山
を
南
の
拠
点
と
す
る
計
画
は
今
も
実
現
出
来
て
い
ま
せ
ん
。 

 

石
川 

栄
耀
（1

8
9
3

～1
9

5
5

）
が
、
住
居

地
域
、
商
業
地
域
、

工
業
地
域
と
い
う

ゾ
ー
ニ
ン
グ
制
度
、

都
市
計
画
制
限
（
道

路
な
ど
都
市
計
画

施
設
予
定
地
内
で

の
建
築
を
規
制
）、

区
画
整
理
制
度
な

ど
を
名
古
屋
で
行

う
た
め
に
、
若
干
２

８
歳
の
若
さ
で
内

務
省
都
市
計
画
地

方
委
員
会
技
師
と

し
て
内
務
省
名
古

屋
土
木
事
務
所
に

赴
任
し
ま
し
た
。 

彼
は 

戦
後
、
都
市

計
画
学
会
を
創
立

す
る
の
で
す
が
、
名
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古
屋
に
い
た
１
３
年
間
（1

9
2
0

～1
9
3

3

）
を
「
楽
し
く
、
思
う
ぞ
ん
ぶ
ん 

仕
事
が
で
き
た
。」
と
、
懐
古
し
て
い
ま
す
。 

 

国
は
、
関
東
大
震
災
（
大
正
１
２
年
）
の
後
、
３
０
歳
の
石
川
を
、
ア
メ
リ
カ
、
イ

ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ノ
ル
ウ
エ―

の
大
視
察
旅
行
に
出
し
て
い
ま
す
。
大
正
１
３

年
に
ア
ム
ス
ル
ダ
ム
で
開
か
れ
た
第
８
回
国
際
都
市
計
画
会
議
に
も
出
席
し
て
、

地
方
計
画
・
国
土
計
画
と
い
う
概
念
と
出
会
い
、
都
市
の
無
制
限
な
膨
張
は
抑
制

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
「
大
都
市
圏
計
画
の
七
原
則
」
を
学
び
ま
し
た
が
、

田
舎
の
名
古
屋
に
は
当
て
は
ま
り
ま
せ
ん
。
国
は
、
工
業
都
市
「
大
名
古
屋
」
を

目
指
し
ま
し
た
。 

 

石
川
は
市
民
広
場
を
取
り
い
れ
ず
、
名
古
屋
を
「
バ
ロ
ッ
ク
都
市
」
と
は
し
ま
せ

ん
で
し
た
。
従
っ
て
放
射
道
路
も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
城
下
町
の
グ
リ
ッ
ド

を
そ
の
ま
ま
広
げ
る
の
で
な
く
、
道
路
幅
の
広
い
環
状
線
を
つ
く
り
ま
し
た
。
木

造
家
屋
が
火
事
で
燃
え
て
も
、
２
０
～
３
０
ｍ
幅
の
道
路
が
火
除
け
地
と
な
っ
て
、

都
市
の
延
焼
を
防
ぐ
よ
う
に
し
た
の
で
し
た
。
江
戸
時
代
の
火
よ
け
地
で
あ
っ
た

広
小
路
の
考
え
か
ら
、
幅
の
広
い
道
路
で
住
区
を
区
切
っ
た
の
で
す
。 

 

彼
の
最
大
の
功
績
は
、
区
画
整
理
事
業
を
名
古
屋
に
根
付
か
せ
た
こ
と
で
す
。
昭

和
２
０
年
ま
で
に
、
１
３
３
の
区
画
整
理
組
合
が
出
来
、
面
積
は
９
０
㎢
（
当
時

の
５
６%

）
に
及
び
、
こ
れ
が
戦
後
復
興
へ
の
礎
と
な
り
ま
し
た
。
定
時
を
過
ぎ
る

と
部
下
を
２
～
３
人
引
き
連
れ
、
当
時
郊
外
の
１
６
町
村
の
寺
に
付
近
の
住
人
を

集
め
、
番
茶
に
塩
煎
餅
を
か
じ
り
な
が
ら
「
大
名
古
屋
建
設
の
夢
物
語
」
を
語
り
、

区
画
整
理
し
た
土
地
を
買
っ
て
も
ら
う
た
め
に
博
覧
会
を
開
き
、
集
ま
っ
た
客
を

無
料
自
動
車
で
現
地
案
内
を
し
、
短
歌
の
会
に
、
運
動
会
、
は
た
ま
た
猟
奇
隊
な

ど
と
い
う
売
春
宿
・
ゲ
テ
も
の
視
察
団
体
を
作
り
、
今
の
役
人
や
デ
イ
ベ
ロ
パ
ー

な
ら
ば
、
広
告
代
理
店
に
下
請
け
に
出
し
て
し
ま
う
こ
と
を
、
全
て
彼
は
や
っ
て

い
ま
す
。 

 

成
功
し
た
理
由
の
一
つ
目
は
、
行
政
の
直
轄
事
業
と
し
て
で
は
な
く
、
民
間
の
区
画
整
理
事
業
と
し
、
事
業
費
を
組
合
員
か

ら
徴
収
す
る
の
で
は
な
く
、
税
金
台
帳
に
基
づ
く
区
画
整
理
に
よ
る
余
剰
地
の
処
分
の
収
入
に
よ
っ
て
、
事
業
を
進
め
た
こ

と
で
す
。
台
帳
の
面
積
は
、
実
際
よ
り
少
な
い
の
で
し
た
。 

二
つ
目
は
、
対
象
地
は
郊
外
で
あ
り
、
集
落
が
少
な
く
、
区
画
整
理
と
言
っ
て
も
、
耕
地
整
理
で
あ
っ
た
こ
と
で
し
た
。
東

京
は
既
に
街
区
を
形
成
し
て
い
て
土
地
代
が
高
か
っ
た
の
で
す
が
、
安
く
、
道
路
・
運
河
の
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
す
れ
ば
「
大

名
古
屋
」
と
な
る
夢
が
語
れ
た
の
で
す
。
ま
た
、
銀
座
の
地
主
と
違
い
、
オ
カ
ミ
に
従
順
な
農
民
で
し
た
。 

日
本
の
都
市
計
画
上
、
例
の
見
な
い
こ
の
快
挙
「
大
名
古
屋
」
は
、
人
口
が
増
え
て
か
ら
後
追
い
で
区
画
整
理
を
行
う
の
で

な
く
、
偉
大
な
る
田
舎
を
市
街
地
区
域
と
し
て
、
基
盤
整
備
を
先
行
的
に
行
い
、
そ
の
後
人
口
が
定
着
す
る
と
い
う
方
法
を

取
っ
た
事
か
ら
実
現
し
た
の
で
し
た
。
あ
と
日
本
で
は
、
城
下
町
で
な
か
っ
た
札
幌
が
１
５
０
年
前
に
開
拓
と
し
て
行
っ
た
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事
例
が
あ
る
だ
け
で
す
。 

  

戦
後
復
興
は
石
川
の
同
僚
で
も
あ
っ
た
田
淵
寿
郎
（1

8
9
0
~

1
9

7
4

）
が
引
き
継
ぎ
ま
す
。 

空
襲
で
名
古
屋
が
燃
え
つ
き
た
事
を
契
機
と
し
て
、
田
淵
は
石
川
の
都
市
計
画
を
一
気
に
加

速
さ
せ
ま
す
。 

 
城
下
町
の
端
の
南
北
の
久
屋
と
東
西
の
若
宮
の
一
街
区
（
１
０
０
ｍ
幅
）
を
新
た
に
火
除
け

地
と
し
て
、
名
古
屋
の
町
を
分
け
、
燃
え
な
い
建
物
を
作
る
事
を
決
め
ま
し
た
。 

  

 

第
６
章 

路
面
電
車
が
道
の
主
役
で
あ
っ
た 

 

今
は
、
も
う
な
い
名
古
屋
の
路
面
電
車
の
路
線
図
で
す
。 1

8
9

8
年
（
明
治
３
１
年
）
に
名
古
屋
電
気
鉄
道
に
よ
っ
て
日
本

https://ja.wikipedia.org/wiki/1898%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%90%8D%E5%8F%A4%E5%B1%8B%E9%9B%BB%E6%B0%97%E9%89%84%E9%81%93
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%97%A5%E6%9C%AC
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で
２
番
目
の
電
気
鉄
道
と
し
て
開
業
さ
れ
、1

9
7

4

年
（
昭
和
４
９
年
）
に
全
廃
さ
れ
ま
し
た
。 

 

石
川
の
「
大
名
古
屋
」
の
幅
の
広
い
道
路
は
、
路
面
電
車
の
路
線
と
し
て
活
用
さ
れ
た
の
で
し
た
。
そ
し
て
戦
後
の
モ
ー
タ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
が
路
面
電
車
を
邪
魔
者
と
し
て
排
除
し
て
し
ま
い
、
ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
と
同
様
の
茫
漠
た
る
都
市
と
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
自
家
用
車
を
都
市
交
通
の
メ
イ
ン
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
都
市
は
人
中
心
で
あ
る
べ
き
こ
と
を
忘
れ
、

都
市
域
を
た
だ
郊
外
に
広
げ
て
い
っ
た
の
で
す
。
名
古
屋
で
は
京
都
の
よ
う
な
密
度
に
よ
る
都
市
効
率
を
得
ら
れ
ま
せ
ん
。

都
市
の
不
燃
化
が
戦
後
進
み
ま
す
が
、
石
川
の
都
市
計
画
が
稠
密
な
都
市
形
成
を
妨
げ
、
道
路
を
挟
ん
だ
両
側
町
を
消
し
去

り
、
名
古
屋
を
永
遠
の
田
舎
都
市
と
し
た
の
で
す
。 

第
８
章 

名
古
屋
の
都
市
計
画
の
失
敗 

 

名
古
屋
は
広
い
道
路
が
町
を
グ
リ
ッ
ド
に
通
り
、
車
の
走
り
や
す
い
現
代
都
市
に
み
ら

れ
ま
す
が
、
自
動
車
が
走
る
道
路
は
都
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
分
断
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
横
断
歩
道
橋
を
い
た
る
と
こ
ろ
に
作
り
、
老
人
・
弱
者
を
イ
ジ
メ
て
い
ま
す
。

京
都
の
町
割
り
は
通
り
の
両
側
町
と
し
て
通
り
を
真
ん
中
に
発
達
し
て
き
た
の
で
す

が
、
そ
の
真
逆
の
事
を
名
古
屋
は
こ
の
１
０
０
年
行
っ
て
き
た
の
で
す
。 

車
を
避
け
て
安
全
に
歩
け
る
地
下
街
を
地
下
鉄
の
延
伸
と
共
に
作
り
ま
し
た
。
人
は
地

https://ja.wikipedia.org/wiki/1974%E5%B9%B4
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下
に
潜
ら
せ
、
地
上
は
車
が
占
拠
す
る
、
世
に
も
珍
し
い
都
市
と
な
り
ま
し
た
。
地
下
街
の
幅
に
、
江
戸
時
代
の
車
の
無
い

時
代
の
道
幅
を
感
じ
ま
す
。
馬
車
が
走
る
町
の
歴
史
を
も
た
ず
、
火
除
け
地
を
利
用
し
て
一
気
に
モ
ー
タ
ア
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

を
進
め
た
事
が
、
白
い
町
、
賑
わ
い
を
感
じ
な
い
町
と
し
た
の
で
す
。 

河
村
市
長
が
「
賑
わ
い
だ
、
面
白
い
町
に
す
る
」
と
、
い
く
ら
叫
ん
で
も
名
古
屋
の
持
つ
都
市
の
構
造
が
賑
わ
い
を
生
み
ま

せ
ん
。
公
園
、
広
場
の
整
備
を
し
て
イ
ベ
ン
ト
屋
が
行
う
０
０
祭
り
で
し
か
、
名
古
屋
の
賑
わ
い
の
場
は
生
ま
れ
ま
せ
ん
。 

 

名
古
屋
駅
近
く
の
マ
ン
シ
ョ
ン
に
住
む
ラ
イ
タ
ー
が
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
名
古
屋
ノ
リ
タ
ケ
ガ
ー
デ
ン
に
行
き
「
よ
う
や
く
、

こ
れ
で
名
古
屋
駅
に
都
心
ら
し
さ
が
加
わ
っ
た
。」
と
書
く
の
に
老
人
の
私
は
驚
き
ま
し
た
。
私
が
遊
ん
だ
ア
ー
ケ
ー
ド
街

は
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
と
廃
れ
、
人
工
的
に
作
ら
れ
た
路
地
空
間
と
個
性
的
な
商
店
街
・
モ
ー
ル
が
「
面
白
い
都
心
」
と
今
や

な
っ
た
の
か
と
、
愕
然
と
し
ま
し
た
。 

 

現
在
の
名
古
屋
市
の
都
市
計
画
図
で
す
。 

 

江
戸
時
代
の
名
古
屋
に
、
名
古
屋
駅
を
足
し
た
の
が
、
名
古
屋
の

都
心
（
商
業
地
域
の
赤
）
で
す
。
赤
と
ピ
ン
ク
の
商
業
地
域
・
近

隣
商
業
地
域
を
道
路
沿
い
に
延
ば
し
た
こ
と
が
、
マ
ン
シ
ョ
ン
が

道
路
沿
い
に
無
造
作
に
立
ち
並
ぶ
姿
を
誘
引
し
た
原
因
で
す
。
市

内
の
道
路
沿
い
の
近
隣
商
業
施
設
（
か
っ
て
の
商
店
街
）
は
消
え

さ
り
、
マ
ン
シ
ョ
ン
の
一
階
に
コ
ン
ビ
ニ
が
入
る
だ
け
で
す
の

に
、1

9
6

3

年
（
昭
和
４
３
年
）
か
ら
用
途
地
域
を
名
古
屋
市
は

変
え
よ
う
と
し
ま
せ
ん
。
そ
の
頃
に
は
１
４
階
建
て
の
マ
ン
シ
ョ

ン
な
ど
想
像
も
で
き
な
か
っ
た
の
に
、
お
か
し
な
こ
と
で
す
。 

 

旧
市
域
は
工
業
地
域
、準
工
業
地
域
、住
居
地
域（
町
工
場
はO

K

）

が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
昭
和
４
６
年
か
ら
、
名
古
屋
市
は
工
業
都
市

の
ま
ま
の
都
市
計
画
な
の
で
す
。
名
古
屋
の
東
部
は
緑
色
の
計
画

と
お
り
に
住
宅
が
増
え
て
い
き
ま
し
た
が
、
準
工
業
地
域
・
工
業

地
域
の
中
川
区
も
人
口
が
猛
烈
に
増
え
て
い
ま
す
。
町
工
場
が
マ

ン
シ
ョ
ン
に
建
て
替
わ
っ
て
い
る
の
で
す
。
工
業
地
域
で
も
住

宅
・
マ
ン
シ
ョ
ン
は
建
て
て
良
い
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
名
古
屋

市
は
工
業
地
域
を
住
宅
地
域
と
変
更
し
ま
せ
ん
。
こ
れ
も
お
か
し

な
こ
と
で
す
。 

 

大
き
な
敷
地
は
工
場
跡
地
し
か
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
準
工
業
地
域
の
ま
ま
に
、
巨
大
シ
ョ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
が
建
っ
て
い
き

ま
し
た
。
戦
前
の
名
古
屋
市
内
の
重
工
業
群
はJ

R

駅
に
近
い
熱
田
と
大
曾
根
で
し
た
が
、
再
開
発
さ
れ
て
、
野
球
ド
ー
ム
、

マ
ン
シ
ョ
ン
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、
大
学
と
、
実
に
カ
ラ
フ
ル
な
建
物
用
途
と
な
っ
て
い
ま
す
。
で
す
が
、
都
市
計

画
の
色
塗
り
は
ま
っ
た
く
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。 
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名
古
屋
市
内
か
ら
は
公
害
問
題
に
よ
っ
て
工
場
が
去
り
、
市
民
の
多
く
は
市
外
の
工
場
へ
の
サ
ー
ビ
ス
基
地
と
し
て
名
古

屋
で
稼
ぎ
、
住
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
４
０
年
で
、
工
業
都
市
か
ら
住
宅
都
市
へ
と
名
古
屋
の
姿
は
変
貌
し
ま
し
た
。 

 

緑
地
も
見
て
お
き
ま
し
ょ
う
。 

 
 

昭
和
５
６
年
に
よ
う
や
く
、
名
古
屋
戦
後
復
興
の
土
地
区
画
整

理
事
業
は
終
わ
り
ま
し
た
。
広
い
道
路
幅
か
ら
名
古
屋
は
「
白

い
街
」
と
揶
揄
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
当
然
、
都
市
公
園
も
戦

後
復
興
計
画
の
ま
ま
で
増
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

「
緑
の
街
」
と
は
な
り
ま
せ
ん
。
都
心
に
あ
る
大
き
な
緑
地
は
、

鶴
舞
公
園
と
、
熱
田
の
森
と
名
古
屋
城
だ
け
で
す
。 

  

熱
田
の
宮
は
市
民
の
為
に
開
放
と
い
う
わ
け
に
も
い
き
ま
せ
ん

で
し
ょ
う
が
、
名
古
屋
城
も
入
場
料
を
取
っ
て
い
て
市
民
に
開

放
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
年
間
１
７
０
万
人
の
入
場
者
の
う
ち
、

１
０
％
し
か
市
民
は
来
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
都
市
計
画
の
レ
ベ

ル
で
み
な
お
し
て
入
場
無
料
と
し
、
市
民
に
親
し
ま
れ
る
貴
重

な
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
史
跡
整
備
す
べ
き
で
し
ょ
う
。 

 

城
の
北
の
練
兵
場
跡
・
名
城
公
園
は
、
５
０
年
か
け
て
緑
を
育

て
た
の
で
す
が
、
大
村
知
事
は
こ
の
公
園
を
潰
し
て
商
業
施
設
・

ア
リ
ー
ナ
を
作
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

名
古
屋
の
都
市
計
画
の
最
大
の
失
敗
は
、
河
村
市
長
に
大
村
知

事
と
首
長
に
あ
る
と
い
う
の
が
、
こ
の
長
い
論
文
の
オ
チ
で
し

た
。
名
古
屋
城
に
は
利
権
が
渦
巻
い
て
い
ま
す
。 
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